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『エベレスト街道秋景』杉田 博 画　左よりエベレスト・ローツェ・アマダブラム
（詳細は本文 P15 参照）



令和７年度支部通常総会 

５月１１日(土)東海支部通常総会がОＭＣ

ビル４Ｆ講堂で開催された。 

 定刻午後３時過ぎに今津総務委員長が、開

会の辞を行ない総会が始まった。最初に高橋

支部長が令和６年度一年を振り返り、令和７

年度に更なる飛躍を遂げるための新事業につ

いて抱負を述べた。（次頁支部長挨拶文参照） 

  最初に、高橋支部長に議長を委嘱し最初に

定足数の確認で総務委員長からの「本総会は

支部在籍者318名の1/2以上で成立する。現在

は委任状を含めた189名の出席があり、総会は

成立している」の報告により、議事に入った。 

 服田副支部長から、第一号議案として、平令

和６年度の事業報告と、奥山会計担当より決

算報告が行なわれ、市川監事の会計監査報告

の後、拍手をもって承認可決された。 

引き続き第２号議案の令和７年度の役員案、

組織案及び第３号議案の事業計画を前田副支

部長が、予算案を奥山会計担当が行ない、活

発な質疑応答が行なわれたがこれも満場一致

で可決された。その後、前年度より審議事項

として提案されていた、公益社団法人 日本山

岳・スポーツクライミング協会（JMSCA）への

出資金の拠出が審議され、賛成多数で承認可

決された。 

続いて、今津総務委員長より、東海支部ホ

ームページの

リニューアル

化についての

現状説明と、

東海支部報は

次年度よりデ

ジタル化を一

部取り入れて

いく考えを示

した。

 10分間の休

憩の後、報告

会と講演会が

同室で行われ 

た。最初は、支

部員の草野駿

希氏の「厳冬

期単独北アル

プス主脈全山

縦走」報告が

あった。（P11，

P12参照）続い

て本部常務理

事の平川陽一

郎氏より特別

講話が行なわ

れた。その中

で、東京支部

が発足した経緯と今後の山岳会の在り方につ

いて、また、会員減の現状を打開する私案が

提示された内容であった。 

総会会場 

第２部は、会場を上前津 シルクロードに移

し、午後７時より総務委員会担当の懇親会と

なった。 

 今津総務委員長の司会で、高橋支部長の挨

拶に続いて、尾上常任評議員の乾杯の音頭で

懇親会が始まり、講演をいただいた平川陽一

郎氏を囲んでの和気藹々のムードの中で大い

に盛り上がった。 

令和７年度支部通常総会 

支部長・新役員の挨拶 
総務委員会 

前田副支部長 

服田副支部長 
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 午後８時４０分高橋支部長の中締めの挨拶

と一本締めで散会となった。 

支部長あいさつ 

支部長 高橋 玲司 

令和7年度がス

タートするにあ

たりご挨拶をさ

せていただきま

す。

昨年度を振り

返りますと、非常

に多くの活動を

実施していただ

きました。 

先ずは、星 一男隊長率いる第15次インドヒ

マラヤ隊(メラック峰6481ｍ)の初登頂成功は

大きなトッピックです。沖総隊長、星隊長の

熟練コンビのおかげだと思います。高所順応

もうまくいき、2名の登頂は大きな成果です。

長年の継続は大きな力となっていると感じて

います。

支部の根幹となる山行委員による山行企画

の実施、社会的弱者に対する各種のボランテ

ィア委員会による支援登山、第8期を迎えた登

山学校、遭難防止活動を実践する遭難対策委

員会、安全登山の啓発に向けた各種取り組み

を実施されている技術向上委員会、初心者の

入門から始め一大勢力となった支部友委員会、

猿投山で活発に活動する森づくりの会、自然

保護委員会、会員の趣向を鑑み活動を行うア

ルパインクラブ、トレッキングクラブでの活

動、支部友会中心として会員増強の原動力と

なる夏山フェスタの実施、東海学生山岳連盟

と東海支部がコラボした御在所フェスティバ

ルの実施、高齢者に向けた亀の会の活動など

数多くの事業を熟していただきました。

さて昨今の支部運営面では、当初掲げた二

つの課題は残念ながら余り改善されませんで

した。会員数の減少と財政の悪化です。私が

支部長に就任の会員数は、8年前ですが３６４

名でした。昨年度は、３２７名で今年度３１

１名です。傾向としては入会人数も多いので

すが退会も多い状態が続き、特に会員番号の

若い方の退会が目立ちます。退会に歯止めを

かけるにはどうしたら良いか。何と言っても

支部の活性化に尽きます。それには、出来る

だけ委員会に属してもらい委員会活動に従事

してもらう。委員会同士の横の交流を盛んに

する。他支部や本部との交流も重要です。 

もう一つは財政の健全化です。今年度も支

部の赤字傾向は続いており、抜本的な見直し

も図らなければなりません。郵送費と印刷費

の高騰から本部も電子化に舵を切ります。支

部報の電子化も検討する時期を迎えたと言え

ましょう。今までは、何とかやってきたのと、

寄付や収益事業もあり、支部にも余力もあり

ましたが、今後はそうはいきません。支部の

収支バラスを抜本的に見直し、持続可能な支

部を目指しましょう。 

そうした点からも今年度は重要な年度にな

ると思います。より楽しく支部ライフを充実

できるような支部を皆さんと作っていきたい

と思います。皆さんの英知を是非お寄せくだ

さい。 

新任挨拶 

東海学生山岳連盟 

委員長 諸岡 晴陽  

こんにちは、東海

学生山岳連盟の新

委員長の諸岡晴陽

です。出身は、愛知

学院大山岳部で

す。よろしくお願い

します。今年のゴザ

フェスの運営など

をしてきます。また

学生連盟での様々

な活動を活発にで

きるよう努めていきたいです。

今年 1年間よろしくお願い致します。 
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東海支部令和 6年度事業報告 

期 日   内 容 担 当 

Ⅰ公益目的事業 

(1) 登山に関する文化・学術の振興事業（公-Ⅲ）

毎月第 3 土曜日開催  延べ 77 名参加 猿投の森自然観察会 猿投の森づくりの会 

毎月第 1 土曜日開催  せと環境塾とのタイアップ講座 ７回 猿投の森づくりの会 

随時開催 森の研修会（わいがや講座）3回実施 猿投の森づくりの会 

通年  森の調査（プロット調査、標本木の胸高直径調査） 猿投の森づくりの会 

11～3 月  なごや環境大学とのタイアップ講座 3 回 猿投の森づくりの会 

(2)児童・青少年の育成事業 （公-Ⅰ）

11 月   たんぽぽ登山（身柄付き補導委託登山）  ボランティア委員会 

9 月     御在所フェスティバル 東海学生山岳連盟・支部 

10 月  知的障がい者支援登山（SON・愛知支援登山） ボランティア委員会 

11 月  親と子のふれあい登山教室 (尾高山) ボランティア委員会 

11 月  幼稚園児の森体験（森の探検隊） 猿投の森づくりの会 

(3)スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業（公-Ⅰ）

6月     夏山フェスタ 夏山ﾌｪｽﾀ実行委員会 

7 月     登山学校 第 8期開校 登山学校運営委員会 

8 月 11 日他 「山の日」啓発活動 「山の日」事業委員会 

3 月     イグルー講習会の開催 技術向上委員会 

(4)事故防止事業  （共-Ⅰ） 

通年 メール・FAX（書面）による登山届の提出の促進 遭難対策委員会 

ハイグレード登山計画審査

随時      チェンソー安全講習受講（受講者 2名） 猿投の森づくりの会 

随時（年 2回）安全登山啓発のための情報「安全登山教室」を発信  技術向上委員会 

11 月 「リスク軽減につながる登山計画の立て方、読み込み方」講習会の開催 

技術向上委員会・登山学校 

随時（8回）  遭難予防講習会 山岳救助訓練などの開催補助 遭難対策委員会 

8、11，3 月 気象講習会（3月）、装備講座（夏 8月・冬 11 月）の開催 遭対・登山学校 

(5)山岳環境保全事業 （共-Ⅲ） 

通年実施  12 回延べ 354 名参加 猿投の森の環境林整備 猿投の森づくりの会 

下半期実施  6 回延べ 35 名参加  東大演習林の間伐 猿投の森づくりの会 

通年  7 回延べ 51 名参加  JAC 山桜フィールド整備 炭作り 猿投の森づくりの会 

随時  ４回実施 植生等保護作業(保護処置作業・蜂トラップ等） 猿投の森づくりの会 

通年 ６回実施 林道整備（沿道草刈・側溝・路面整備・枯死木処理など） 猿投の森づくりの会 

通年 ７回実施 せと環境塾（豊かな自然､自然循環を理解。瀬戸市の講座） 猿投の森づくりの会 

4 月  岐阜県土岐市で氷河期からの希少植物シデコブシ観察 自然保護委員会 

5 月～10 月(定点カメラ野生動物撮影)モニタリング 1000 の動物調査 環境省の委嘱 

自然保護委員会 

8 月  愛知県（新城市作手地区）高層湿原の現地踏査 自然保護委員会 

9 月  猿投山の最深部、矢上山路川を数年ぶりの遡行調査 自然保護委員会 

(6)その他目的を達成するための事業  （公-Ⅰ） 

5 月    春のブラインド登山(視覚障がい者支援登山） ボランティア委員会 

11 月   秋のブラインド登山（視覚障がい者支援登山） ボランティア委員会 

年 5回実施  視覚障がい者との親睦登山（ひまわり山行） ボランティア委員会 
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 期 日   内 容 担 当 

Ⅱ.共益事業 

年 6回   支部友ミーテング 支部友会 

毎月 3～5回    支部友山行  計画 59 回 実施 40 回 

参加人数延べ 233 人  支部友会 

年間 60 回程度  支部定例山行 計画 49 回 実施 36 回 

参加人数延べ 219 人 山行委員会 

毎月 1回   亀の会 月例山行  

実施 9回 参加人数延べ 181 人 亀の会 

随時   自主企画山行 

実施 9 回 参加人数延べ 161 名 亀の会 

随時  歩こう会 

実施 4回 参加人数延べ 66 名 亀の会 

毎年 1 回  お祝い山行 実施 1 回 参加人数延べ 25 人 

月１回  定例山行  計画１０回  実施４回  参加人数 延べ１９人 トレッキングクラブ

年間実績  春合宿 3 回、夏合宿 3 回、冬山訓練、合宿 6 回 アルパインクラブ

月 1 回   委員会 写真展実行委員会

10・11・3 月   写真撮影山行 3回 写真展実行委員会

11 月 写真教室 1 回 写真展実行委員会

2/25～3/2 第１９回東海岳人写真展開催 写真展実行委員会

その他活動 

支部報編集委員会 

支部報 年 4回発行 NO.177（4 月）NO.178（7月）NO.179（10 月）NO.180（1 月） 

総務委員会 

支部ガイド 2024 年 7 月発行、常務委員会 毎月第 4水曜日 

支部長、副支部長会議 毎月第 3木曜日、支部通常総会 2024/5/12 開催 

通年 メルマガ「東海支部ガイド」配信

デジタルメディア 

通年 支部山行申込システムの管理 

通年 ホームページによる情報発信

図書 

通年 支部蔵書紹介および蔵書管理 蔵書受け入れ 

 装備 

通年 装備委員会で共同装備などの管理および装備講習会の実施 

海外登山委員会 

第１５次インド・ヒマラヤ登山隊 未踏峰（Merak 峰 6481m）初登頂 

その他 

日本山岳会百二十周年事業「山岳古道調査」 調査報告書提出 
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令和 7年度事業計画 

期 日   内 容 担 当 

Ⅰ.公益目的事業 

(1)登山に関する文化・学術の振興事業 (公-Ⅲ) 

毎月 1回  猿投の森 自然観察会 猿投の森づくりの会 

7 月～9月 森の研修会（緑陰講座） 猿投の森づくりの会 

通年   わいがや講座（環境､自然､生物多様性､SDGｓの研修） 猿投の森づくりの会 

年 1回   森の調査（プロット調査など） 猿投の森づくりの会 

11 月   森づくり体験（法人デー） 猿投の森づくりの会 

(2)児童・青少年の育成事業 (公-Ⅰ) 

年 2 回 SON 愛知・山岳会と一緒に登山（知的障がい者との登山） ボランティア委員会 

年 2回 たんぽぽ登山（身柄付き補導委託登山） ボランティア委員会 

随時   少年院の少年との登山 ボランティア委員会 

9 月  御在所フェスティバル（9/27，28） 東海学生山岳連盟・支部 

10･11 月 親と子のふれあい登山教室(自由ヶ丘幼稚園児との登山) ボランティア委員会 

11 月   森の探検隊（幼稚園児森林体験）  猿投の森 猿投の森づくりの会 

(3)スポーツ及び登山に関する教育・啓蒙事業 （公-Ⅰ） 

5 月     夏山フェスタの主催協力 夏山ﾌｪｽﾀ実行委員会 

7 月     登山学校 第 9期開校 登山学校運営委員会 

8 月 11 日他 「山の日」啓発活動 「山の日」事業委員会 

(4)事故防止事業 （共-Ⅰ） 

通年 メールによる登山届の提出の促進 遭難対策委員会 

随時 チェーンソー・刈り払い機・取り扱い訓練 猿投の森づくりの会 

随時 チェーンソー取り扱い安全講習 受講促進 猿投の森づくりの会 

随時 安全登山啓発のための情報提供と、視野拡大のための

講演会・講習会 技術向上委員会 

随時 遭難予防講習会 山岳救助訓練などの開催補助 遭難対策委員会 

随時 山の天気講座（春）、装備講座（夏・冬）の開催 遭対・登山学校委員会 

(5)山岳環境保全事業 （公-Ⅲ） 

通年 猿投の森及び東大演習林における森づくり 猿投の森づくりの会 

通年 JAC 山桜フィールド整備（炭焼き体験、シイタケ栽培等） 猿投の森づくりの会 

通年  林道整備（沿道草刈・路面整備・枯死木処理など） 猿投の森づくりの会 

10 月～3月 なごや環境大学 タイアップ講座 猿投の森づくりの会 

随時  揖斐・小島山登山道整備 ボランティア委員会 

通年（1回/月）せと環境塾｡豊かな自然･循環を理解｡瀬戸市タイアップ講座 猿投の森づくりの会 

5 月～10 月    モニタリング 1000 の動物調査 環境省の委嘱 自然保護委員会 

猿投の森の動物調査 自然保護委員会 

北・中アの雷鳥保護増殖計画を支援 自然保護委員会 

(6)その他目的を達成するための事業 （公-Ⅰ） 

年 2回 ブラインド登山(視覚障がい者との登山）   ボランティア委員会 

年３～４回  ひまわり登山（支部員視覚障がい者との登山）  ボランティア委員会 
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Ⅱ.共益事業 

月 2回 バリエーションクライミング、技術講習会（実地） アルパインクラブ

5月    GW 合宿 アルパインクラブ

夏季   夏季合宿 アルパインクラブ

期 日   内 容 担 当 

Ⅱ.共益事業（つづき） 

11 月  全国ユース交流会（九州） アルパインクラブ

冬季  冬季合宿 アルパインクラブ

春季  春季合宿 アルパインクラブ

5月  支部通常総会 総務委員会 

年 6回（隔月） 支部友ミーテング  支部友会 

毎月 3～5回 支部友山行  支部友会 

年間 60 回程度 支部定例山行 山行委員会 

毎月 1回  月例山行 亀の会

随時  自主山行 亀の会

随時  歩こう会 亀の会

月１回  トレッキングクラブ 定例山行 トレッキングクラブ

随時  写真撮影山行及び写真教室開催 写真展実行委員会

1月 17 日  支部新年懇親会 総務委員会 

4 回/年  支部報第１８２号 １８３号 １８４号 １８５号 支部報編集委員会 

5 月 夏山フェスタ 総務委員会 

調整中  インドヒマラヤ登山隊派遣  海外登山委員会 

インドヒマラヤ小委員会

令和 7年度役員

は前年からの変更。枠なしは重任 

支部長 高橋玲司 

副支部長 今津英一朗   前田隆久 服田康宏 

監事 市川義行   榊 將美 

常任評議員 尾上 昇 

評議員 大口瑛司  片岡泰彦 杉田 博 野呂邦彦 横田明信 天野俶明 

佐野忠則    瀧根正幹 毛利邦男 石井 仁 

常務委員会   委 員 長   常務委員会   委 員 長 

総務委員会   今津英一朗 登山学校運営委員会  服田康宏 

会 計   奥山千佳 自然保護委員会  石原俊洋 

岳連担当    齋藤絵美子 海外登山委員会  山田利行 

支部友委員会   金谷正起 ボランティア委員会 前田隆久 

山行委員会   稲葉真英 支部刊行物編纂委員会  星 一男 

亀の会    鈴木愼吾 遭難対策委員会 高松信治 

猿投の森づくりの会 和田豊司 技術向上委員会 清水克宏 

トレッキングクラブ 服田康宏   写真展実行委員会 岩月邦文 

アルパインクラブ 高橋玲司   東海学生山岳連盟      諸岡晴陽 

支部報編集委員会 星 一男   120 周年事業「山岳古道調査」西山秀夫 
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同 好 会
古道塩の道同好会
TNCC
ネパール文化研究会
山の自然学研究会
コマクサの会
スケッチクラブ
東海アルパインスキークラブ
登山学校同窓会

・正副支部長会議はチャレンジ基金などの使途を含めた支部業務全般の調整をする。

・山岳救助隊は必要に応じて設置される
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ご支援（ご寄付）のお願い 

カナダ合宿に支部員４名が参加!!

東海支部長 高橋 玲司 

今度、本部ユースクラブが主催するカナダ合宿 2025 に参加者 10 名の内、東海支部員４名が

占めます。谷 剛士さん、高橋湧太さん、草野駿希さん、中畑岳登さんです。 

谷さんは、カナダ在住の国際ガイドで、以前より支部員の山田利行さんとカナディアンロッ

キーの山々を登り、数々の難ルートからの登攀記録は「東海支部報」や本部「山」の誌上で紹

介されています。尚、谷さんは、今合宿の登攀リーダーの重責を担います。

他の３名は現在、東海支部のアルパインクラブで活躍中です。合宿の主力メンバーとしての

４名の活躍は、東海支部の名を一層高らしめること大なるを期待するところです。 

是非、支部関係各位のご支援を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。 

合宿の概要 

名 称 ：日本山岳会ユースクラブプロジェクト カナダ合宿２０２５ 

リーダー：松原尚之（日本山岳会ユースクラブヘッドコーチ）

日 程 ：２０２５年７月１９日～７月３１日（13日間） 

目的の山：Ｍｔ．アルバータ（3619m）の登頂 カナディアンロッキー 

※ Ｍｔ．アルバータは、1925 年 7 月 槇 有恒 等 6人の日本山岳会隊によって初登頂

されているが、今でも登頂が困難な難関峰として知られている。今年は、その初登

頂から 100 周年となる記念の登山でもある。日本山岳会にとっても大変縁の深い

この山に若い山岳会の会員が挑戦することは、意義深いものがあると言えよう。

募金要項：東海支部の募金目標額５０万円 1 口 ５，０００円以上 

 振込先 ：三菱ＵＦＪ銀行 鶴舞支店 普通預金口座０１０５１６２ 

 公益社団法人 日本山岳会東海支部 支部長 高橋玲司 

※ お振り込みいただいた寄付金は、支部を通じてご氏名と共に本部に送金させてい

ただきます。

Ｍｔ．アルバータ（3619m） 
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5月17日(土)・18日(日)ウインクあいち

(愛知県産業労働センター)７階・８階展

示場にて第１１回夏山フェスタが開催さ

れた。 

石井スポーツ、好日山荘、Alpen、カモ

シカスポーツ山の店など販売店やヤマッ

プ、ヤマレコから槍ヶ岳山荘、双六小屋、

穂高岳山荘、涸沢ヒュッテをはじめとす

る日本各地の山小屋が集う中部地区最大

の山岳関連総合イベントだ。

来場者は17日(土)3,377名、18日(日)2,

466名の合計5,823名。昨年に比べ５００

名近く増加し、会場は大いに賑わった。 

セミナー会場では２日間にわたり、サバイバ

ル登山を実践する登山家／作家の服部文祥さ

んによる「自力登山は面白い」、俳優で山の日

アンバサダーの小林綾子さんと「山と渓谷」元

編集長萩原浩司さんの「わたしの一番の山」、

日本山岳会理事の松田宏也さんの「生きて還っ

て、また登る」、鹿屋体育大学名誉教授・山本

正嘉さんの「夏山登山を目指して」などの講演

がおこなわれた。

このほかにも安全登山に役立つ登山用品セ

ミナーとしてヤマテン代表・猪熊隆之さん、マ

ウンテンガイド協会会長の平川陽一郎さん、東

海支部の千葉泰丈さんらによる天気やアプリ

活用法、登山道具、緊急時対策の講習会も開催

され、こちらも大盛況であった。

この夏山フェスタは、全国山の日協議会、日

本山岳ガイド協会、中部経済新聞社、日本山岳

会東海支部に

よる実行委員

会形式で運営

されており、

毎年東海支部

も会場整理や

アナウンス、

書籍販売や抽

選会の補助な

どイベントの

進行に協力し

ている。

セミナー会場の模様

今年はボランティア委員会、トレッキングク 

ラブ、東海学生山岳連盟、アルパインクラブ、

登山学校同窓会、写真展実行委員会、総務委員

会など３０名以上のみなさんに集まっていた

だいた。

当日は朝１時間前に集合し、役割や動きなど

入念な打ち合わせを行いオープンに備えた。ま

た会場内には支部の展示ブースを設置し、支部

友会を中心に会員の募集も行った。ご尽力いた

だいた方々のおかげで、２日間を通じて東海支

部をPRすることができたと思っている。 

なお、18日イベント終了後には中部経済新聞

社主催のスタッフ慰労会が開催され、セミナー

講師の小林綾子さん、萩原浩司さん、平川陽一

郎さんも参加して大いに盛り上がった。 

夏山フェスタの収益の一部は実行委員会か

ら支部に協賛金として配分され、貴重な財源と

なっている。ご協力いただいたみなさん、本当

にありがとうございました。来年もよろしくお

願いします。 

第１１回夏山フェスタ開催 

副支部長 服田 康宏 

支部ブースの会員募集 
スタッフ慰労会
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アルパインクラブの草野駿希(くさのとし

き)です。今回は結論としては早期敗退となり

ましたが厳冬期の北アルプス主脈全山縦走に

挑戦した報告をさせていただく。 

私がこの山行に惹かれたのには大きく2つ

の理由がある。 

1つ目は2022年に実施した夏季の単独北ア

ルプス全山縦走のときに関わるのである。こ

ちらの夏季の縦走は33日間に及ぶ、ほぼ無補

給の長期縦走となった。この山行を計画する

ときにインターネットで調べている時、北海

道の山岳ガイド舟生大悟さんによる厳冬期単

独の北アルプス主脈全山のブログを読み感銘

を受けた。

夏季の縦走を達成した後からは、雲の上の

憧れの存在から目標へと変わった時でもあっ

た。 

2つ目は漫画「孤高の人」の中で主人公を含

むパーティでのトレーニング山行でも厳冬期

北アルプス主脈全山縦走が出てくる。これは

主人公に大きく変化をもたらす山行として扱

われるので強く印象に残っていた。 

以上の2つが大きな理由だが、純粋に「厳冬

期北アルプス全山」という山や心くすぐる名

前も魅力を大いに感じるところであった。 

この山行に向けて、たくさんの山行を積み

重ねた。 

主な4つを取り上げる。 

・夏季北アルプス全山縦走33日間(2022単独)

・夏季3000m峰全山縦走37日間（2023単独）

・厳冬期表銀座縦走8日間（2022.12/28-2023.

1/4単独）

・厳冬期裏銀座&槍穂縦走14日間（単独2024.

1/26-2/8）

これらの経験を経て、いざ全山の計画が始

まった。 

今回の厳冬期単独北アルプス主脈全山縦走

の計画ルート。 

行程 

親不知(海抜0m)-白馬岳-唐松岳-後立山-裏

銀座-槍ヶ岳-奥穂高岳-ジャンダルム-西穂高

岳-焼岳 

上記のとお

り海抜0mから

北アルプスを

縦断して穂高

まで全長100k

mを越える最

大40日間の計

画となる。 

この山行に

むけて装備も

見直した。写

真からも全装

備の多さがわ

かるかと思う。

新しく購入し

た装備や食料でおよそ20円万の費用となった。

主には衣服などで8万円、食料関係で3.5万円

程度になる。アイゼンは普段使ってるものか

ら、山行中で爪が丸くなることを考慮して新

品を購入した。また、テント内のマットもエ

アマットを購入して睡眠の質の向上をはかっ

た。装備については合計で37kgとなった。

全装備 

実際の山行の報告としては最初にも書いた

通り、早期敗退となった。入山して2日目には

日本全国を襲った最強最長寒波によって、少

しずつ天気が崩れ始めて想定よりもペースが

上がらず。そして、なによりも苦しめられた

のが天気の崩れ始めが雨だったことである。

厳冬期に雨が降ることを考えていなかったの

で装備が濡れて衣服も濡れて寒かった。3日目

からは本格的な大雪でほとんど進まず、濡れ

敗退の厳冬期単独北アルプス主脈全山縦走 
アルパインクラブ 草野 駿希

海抜0m 日本海親不知
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た装備も堪えた。4,5,6日目は停滞した。7日

目になるまで天候の動向を確認したが回復の

目途が立たず、一度濡れた装備も乾かせない

ことから撤退した。白鳥小屋と栂海山荘の間

での撤退であった。 

今回の山行は結果として、あっけなく終わ

ってしまったが命あってこその登山であり判

断は間違っていなかっただろう。より一層の

トレーニングや準備をして再びチャレンジし

たい。

また、私個人としてYouTubeに動画を載せて

いるので興味をお持ちの方は、ご覧いただき

たい。今回の縦走に関連する動画もある。検

索では「☆草のん☆」または画像にてQRコー

ドを載せておく。 

 

 

 

 

最後になったが、今回は多くの皆様に応援 

していただき、心から感謝したい。今後とも

ご声援いただけたら幸いである。 

YouTube ☆草のん☆ 動画チャンネルQR 

 
献血センターで 8000m 峰の頂上の石の展示

昨年に引き続き本年も愛知県赤十字から同献血センター（ＪＲゲートタワー26Ｆ）の展示コ

ーナーへの展示企画の依頼があった。 

昨年は、「登山道具の今と昔」でピッケル、登山靴、登攀具、ザックなどを展示した。今年

は、ヒマラヤ 8000m 峰の頂上の石（エベレスト、Ｋ２、マカルー、ブロードピーク）が目玉で

ある。いずれの頂上の石も東海支部の登山隊と支部員、元支部員が持ち帰ったものだ。 

他に昨年の東海支部が派遣したインドヒマラヤ登山隊の写真及び本年の 2 月開催の山岳写

真展から選んだ４点の作品も並べられた。４点は、支部員の蟹江れい子さん、井上寛之さん、

椿 利枝子さん、増田千恵子さん撮影の力作である。展示期間は 5月 1日から 29 日で、献血セ

ンターの待合室の展示コーナーを飾った。（編集委員）

TOPICS 1 

右下に 8,000ｍ峰頂上の石 
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東海支部員の多様化の指向に伴い、登山学

校や山行委員会による各山行企画により、山

行は企画されているが、積極的な上級ルート

やロープクライミングの企画は、アルパイン

クラブの活動に限定されている。

一方、アルパインクラブにおいては、精鋭

的クライミングを志すものと、アルパインク

ライミングやバリエーションクライミングに

おいても精鋭的活動ではなくグレードで初級

クラスを志すクラブ員と二極化している現状

がある。

そこで、後者のグループでリーダーを行う

人材を中心に、登山学校で上級以上、ロープ

クライミングの基礎的ルートを中心としたグ

レードから行う「アルパインライト」を設立

することとした。

日本山岳会が公益社団法人になって13年に

なります。公益活動としての社会貢献事業の

重要性も年々高まってきています。そこで、

ボランティア支援登山に関しては、歴史のあ

る東海支部(ボランティア委員会)が主催して、

現在、ボランティア支援登山を実施、または、

計画されている各支部の皆様と、ボランティ

ア支援登山のより良い姿と普及を目指しての

情報交換会 「全国ボランティア支援登山集会」

を、下記概要の内容で開催いたします。
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概要 

名称：全国ボランティア支援登山集会  

主旨：公益活動としての社会貢献事業の一つ

としてのボランティア支援登山の普及を目指

す情報交換会。さらには、将来に向け全国的

なボランティア登山のネットワーク作りを目

指しての第一歩。 

日時：令和7年 11月15日(土)・16日(日) 

場所：東海支部ルーム及び名古屋近郊の山（未

定）  

内容：1111月月1155日日((土土))13：30 受付、14：00から

開始  各支部報告（東海支部と参加各支部）、 
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ド登山(視覚障がい者との登山)を実施。  

対象：ボランティア支援登山を現在実施、も

しくは計画されている各支部の皆様と、東海

支部の皆様。  

アルパインクラブライト組織

「アルパインライト」設立に向けて 
アルパインクラブ代表 高橋 玲司

東海支部主催 

今秋「全国ボランティア支援登山集会」を開催 
ボランティア委員会委員長 前田 隆久 
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2025年春のシーズンは予定していた委員会

公式行事が全て実施できた。 今春から新たに、

小島山登山道 白樫コース整備清掃登山が加

わり、SON愛知との 「山岳会と一緒に登山」、

「春のひまわり登山」、名古屋家庭裁判所と

の「タンポポ登山・身柄付き補導委託登山」、

「ブラインド登山」と併せて、５つの公式行

事が無事終了した。4月、5月に行われた委員

会公式行事をまとめて紹介する。 

①春の小島山登山道 白樫コース整備清掃登

山＝ボーイスカウト、地元の団体と合同で

の登山道の整備清掃登山

4月19日(土)、20日(日)の2日間に渡り、揖

斐の庵(もりなり)に宿泊しての、小島山の整

備清掃登山。ボーイスカウト岐阜第11団の少

年、小島地域づくり協議会と合同で、49名が

参加。夜の懇親会と、少年たちとの登山を楽

しんだ。  

②春のひまわり登山＝支部員、支部友のブラ

インド登山者（視覚障がい者）との登山

４月26日(祝)、車3台に分乗して、東三河・

雨生山へ登った。東海支部員14名(内、ブライ

ンド登山者5名)が参加。ハルリンドウが咲き

乱れる、眺望の良い登山を楽しんだ。

③SON愛知「山岳会と一緒に登山」＝SON愛知

のアスリート（知的障がい者）との登山

4月29日(祝)、公共交通機関を使っての登山

に切り替えて５年目となり、今回は、JR新所

原駅に集合して、湖西アルプス・神石山を往 

復した。 アスリート5名、SON愛知関係者5名、 

ブラインド登山・天狗棚にて 

東海支部員22名が参加。晴天で快適な尾根歩

きだった。今回は、たくさんの支部員の方に

参加いただき、アスリートと触れ合った。  

④タンポポ登山・身柄付き補導委託登山＝名

古屋家庭裁判所の委託で、試験観察中の少年

との登山

5月23日(金)、試験観察中の少年1名と家裁

関係者3名、東海支部員4名で、猿投山に登山。

今回から、学生ボランティアを中心とした行

事に切り替えた。  

⑤ブラインド登山＝公募したブラインド登山

者（視覚障がい者）との登山

5月25日(日)、福祉バスを利用して、奥三 

河・天狗棚、1200高地へ、ブラインド登山者 

12名、東海支部員18名、一般支援者5名の35

名で登った。雨上がりの、新緑と幻想的な雰

囲気のブナの森を楽しんだ。 

今回の支部報の別ページで、

この秋に東海支部が主催して

行なわれる「全国ボランティ

ア支援登山集会」のご案内を

しているが、ボランティア委

員会の登山が、単に支援登山

で終わらず、その先の共生社

会の実現に繋がる取り組みの

一つであることを、 東海支部

の多くの人に認識していただ

き、東海支部から、さらに全

国の支部へと広めていきたい

と思っている。

2025 年度 春のシーズンを振り返る 
ボランティア委員会委員長 前田 隆久 

SON 愛知「山岳会と一緒に登山」・神石山にて 
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ボランティア委員会委員長 前田 隆久 

SON 愛知「山岳会と一緒に登山」・神石山にて 

 日本のインド・ヒマラヤ登山は立教大学山

岳部（堀田弥一隊長、隊員計5人）によるナン

ダ・コット(6867m)登山が始まりとされている。

89年前の1936年（昭和11年）10月であった。

堀田弥一は100歳まで生きて活躍した初めて

の登山家である。 

東海支部の杉田 博は堀田弥一に次ぐ100歳

まで生きて活躍した登山家となりそうである。

杉田博はかぞえで今年99歳となり白寿99歳の

お祝いの年となった。 

 杉田 博は慶応大学を卒業して東海銀行に

職を得て定年まで勤務した。東海銀行では、

本職のかたわら東海銀行山岳部で登山活動を

続けていたが、1965年全日本ヒマラヤ登山隊

として東海地区山岳連盟が主管することとな

り、その隊長に抜擢された。ダウラギリⅡ峰

登山隊である。35歳であった。 

登山中も絵筆を離さず、素晴らしいスケッ

チ画などを残した。自身の「画家プロフィー

ル」によると「登山とともに小学校時代から

憧れていた画家になる夢を追い、東海銀行定

年後に画家活動を本格的にスタートし、全国

の山々へ出かけ、山への愛を日々描き続けて

いる」とある。

支部では、スケッチクラブを立ち上げ、リ

ーダーとして長年会を引っ張ってこられてい

る。 

今や「画伯」であり、多

くの絵の弟子を育てられて

いる。これまでに描いたス

ケッチは約1000点をこえる

という。会場に展示された

のは、ほんの一部である。

 白寿展(2025年5月22-25

日・名古屋市千種区・AMC

アート&マインドセンター)

を開催され、白寿展は多士

済々の集りとなった。著書

も並べられていた。参会者

は沢山の絵に囲まれて「山

を愛した人生」をお互い満喫した。

(文中敬称略)

 

杉田 博 画伯 白寿展 
支部員 沖 允人 

白寿展パンフレット 

現代アート・水谷イズル画伯と杉田画伯(会場にて) 

会場風景 
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昨年は天候不順で中止となってしまった技

術向上委員会開催の「イグルー講習会」に今年

も参加させていただいた。講習の参加者6名、

技術向上委員が3名。講師は『イグルスキー』

の異名を持つ、イグルー作りでは第一人者の米

山悟さん。この冬は例年稀に見る積雪に雪の量

は十分で、予定されていた3月29日～30日の2日

間とも天候に問題ないことから、イグルーでの

宿泊もできるとのこと。今年で三回目の企画と

なったイグルー講習会は、初めてイグルーでの

宿泊体験が出来て、これまでの講習会と大きく

違う点で、とても楽しみだ。 

講習場所になる乗鞍高原のMt.乗鞍スキーリ

ゾートのリフト最上部から山間に入った小平

地に到着後、早速講師の『イグルスキー』こと

米山悟氏のイグルー製作のお手本を見せて頂

いた。道具は刃渡り30㎝くらいののこぎりとス

コップ。雪面にのこぎりで切り込みを入れ、雪

のブロックを取り出し周りに積んでいく。説明

や製作のポイントを交えながら、1時間ほどで

イグルーが完成した。

その後、早速各自でイグルー作りに取り掛か

るものの、初めて経験だけに苦戦。四角いブロ

ックを切り出すのはさほど苦労しなかったが、

屋根材として使用する細長いブロックを切り

出すのは難しく、雪から取り出しやすいように

角度をつけてハの字に切り込みを入れなくて

はいけないのだが、思うように取り出せずに割

れてしまうことがしばしば。また、上手く取り

出せたとしても、持ち上げる際に折れてしまっ

たりもした。降り積もった雪の層によって雪質

が凍っていたり柔らかかったりと異なること

が実感できた。 

屋根材の積み方も落ちないように気を付け

ながら、大胆に内側にせり出させて積んでいく

必要があるところを、折れてしまった短いブロ

ックをちまちまと積んでいたらなかなか屋根

が塞がらない……。3時間程掛かって日の暮れ

る頃にようやく全員のイグルーが完成した。 

イグルーにいざ泊まってみると、テントより

住居に近い感じがして、安心して泊まれる空間

だと感じた。イグルーの下半分は雪を掘って作 

完成したイグルーの前で記念撮影 

っているため、しっかりとした雪壁があり、強

風が吹いていてもびくともしない。また、ラン

タンを灯したイグルー内はとても明るく感じ

た。壁が雪で出来ているため、光を反射しやす

いことが理由なのではと考えられるが、これも

安心できる理由の一つだと考えられた。

また、天井が高いので、腰を屈めずに立つこ

とが出来る。これは腰痛持ちの自分にはとても

ありがたいポイントだった。他にも雪上のテン

ト泊と大きく違う点は雪で出来たイグルーな

らトイレの音も匂いも気にせず、家の中で済ま

せられるということ(笑)は、意外な利点だった。 

一番気になっていた就寝時の寒さに関して

は、個人の差はあるかもしれないが、翌朝まで

寒さで寝られないなんてことは全くなく、雪上

テント泊とほぼ変わらないように感じた。さら

に、針葉樹の葉っぱを敷き詰めることで、寒さ

の心配は要らないと感じた。

2日目は昨日の反省点をふまえ、各自でもう

一度イグルーを作成し、昨日よりも全員スピー

度アップして2時間ほどでそれぞれのイグルー

が完成していた。実際の山行でイグルー泊を取

り入れるとなると、製作時間が課題となると思

われる。テント設営だと30分も掛からずに完成

するので、それに近い時間で作りたいところ。

講師の米山氏は45分位で作ることが出来るそ

うで、それならばテント設営と大きくは変わら

ない。 

今後は練習を重ねて製作時間を短縮し、実際

の山行でイグルーに泊って軽い荷物で雪山を

縦走してみたいと思った。 

技術向上委員会 

「イグルー講習会」に参加して 
支部員 大橋 博子 
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ながら、大胆に内側にせり出させて積んでいく

必要があるところを、折れてしまった短いブロ

ックをちまちまと積んでいたらなかなか屋根

が塞がらない……。3時間程掛かって日の暮れ

る頃にようやく全員のイグルーが完成した。 

イグルーにいざ泊まってみると、テントより

住居に近い感じがして、安心して泊まれる空間

だと感じた。イグルーの下半分は雪を掘って作 

完成したイグルーの前で記念撮影 

っているため、しっかりとした雪壁があり、強

風が吹いていてもびくともしない。また、ラン

タンを灯したイグルー内はとても明るく感じ

た。壁が雪で出来ているため、光を反射しやす

いことが理由なのではと考えられるが、これも

安心できる理由の一つだと考えられた。

また、天井が高いので、腰を屈めずに立つこ

とが出来る。これは腰痛持ちの自分にはとても

ありがたいポイントだった。他にも雪上のテン

ト泊と大きく違う点は雪で出来たイグルーな

らトイレの音も匂いも気にせず、家の中で済ま

せられるということ(笑)は、意外な利点だった。 

一番気になっていた就寝時の寒さに関して

は、個人の差はあるかもしれないが、翌朝まで

寒さで寝られないなんてことは全くなく、雪上

テント泊とほぼ変わらないように感じた。さら

に、針葉樹の葉っぱを敷き詰めることで、寒さ

の心配は要らないと感じた。

2日目は昨日の反省点をふまえ、各自でもう

一度イグルーを作成し、昨日よりも全員スピー

度アップして2時間ほどでそれぞれのイグルー

が完成していた。実際の山行でイグルー泊を取

り入れるとなると、製作時間が課題となると思

われる。テント設営だと30分も掛からずに完成

するので、それに近い時間で作りたいところ。

講師の米山氏は45分位で作ることが出来るそ

うで、それならばテント設営と大きくは変わら

ない。 

今後は練習を重ねて製作時間を短縮し、実際

の山行でイグルーに泊って軽い荷物で雪山を

縦走してみたいと思った。 

技術向上委員会 

「イグルー講習会」に参加して 
支部員 大橋 博子 

瀬戸市山口公民館において高橋会長(支部

長)も参加の下、令和7年(2025年)度総会が5

月24日開催された。 

令和6年度は当会の設立20周年を迎えた。拠

点として利用している三叉広場での記念伐倒

や音楽祭、パルティせとでの東大蔵治教授に

よる記念講演、記念誌の発行など記念事業を

行ったことが報告された。 

また酷暑の中で愛知県有林、東大演習林を

主な作業地として環境林整備や自然観察会、

各種イベントを実施したことが報告された。 

今年度は会員65名、総予算(繰り越しを除く

支出)107万円の予算で環境林整備を実施して

いくことが決まった。活動エリアは新たに愛

知県と結んだ第8次協定をベースとした猿投

の森（県有林やまじの森）、東大赤津演習林、

日本山岳会所有地（山桜フィールド）である。 

人工林グループは猿投の森へ入ったゲート

近くのスギ間伐や冬季は東大赤津演習林の間

伐を行う。雑木林グループはシャラノキコー

スの採光除伐を継続実施する。山桜フィール

20周年記念行事 

ドでは炭焼きを行う。一般の方の参加を頂き

ながら自然観察会も毎月開催する。 

作業日は 

第1土曜日 山桜フィールドで炭焼き 

第2火曜、第4土曜日 定例猿投の森環境林整備 

第3土曜日 自然観察会 

第3火曜日（10月～3月）東大赤津演習林間伐 

この基本活動以外にイベントとして 

(１) 東海自然歩道上の枯死木除去（支部との

共同作業を予定）

(２) 瀬戸環境塾、なごや環境大学、森の探検

隊、環境教育

(３) シイタケ栽培、炭つくりなど森の恵みを

享受する活動

(４) わいがや講座、緑陰講座、自然観察会な

どの自己研鑽イベント

なども実施していく。 

本年度も活発な活動予定が総会で決まった。

支部員の多くの方に活動自由に参加して頂き

たい。歓迎する。 

猿投の森づくりの会 総会開催 
猿投の森づくりの会代表 和田 豊司 

三叉広場での音楽祭 講演に聞き入る参加者 
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天野会長の記憶に寄せて 

石田 伸郎 

天野俶明氏は、東海支部において、登山教

室、登山学校、支部山行リーダー等の山行部

門で多大な貢献をされました。豊富な山の経

験に基づく指導から多くの影響を受けた支部

員、支部友員は多数に上ります。私もその一

人であり、同好山の会の中で、長年指導を受

けました。天野会長は、私達の心の中に、山

の中にどの様に入って行くか、自然にどの様

に接するかを教えて下さる先生であり、共に

山を楽しむ会の会長として存在しております。 

天野会山行の初期に経験し、マナー教育の

鮮烈な記憶となっているものに「金峰山小屋

の夜」が有ります。消灯時間を過ぎた２階の

大部屋で、何時までも会話をしていた他の宿

泊者たちに、天野会長は「静かに寝なさい。

明日の朝早い人もいるんだから」と強く声を

掛けると一瞬で、室内は静寂に包まれました。

「優しくて、強い」これがリーダーかと思っ

た出来事でした。 

今年の５月初旬、北関東の山行を計画し、

天野会長に「下山連絡先」をお願いした時、

「連絡先承知致しました。３名ですか？安全

第一でお出掛け下さい」と回答を頂き、２座

目の日光白根山の下山連絡で「山頂に至らず」

の報告をすると「残念ですが、また挑戦して

下さい。上州白根もついでに」と再挑戦要請

の回答でした。この気力充分な天野会長の突

然の訃報を信じることが出来ず、いまだに思

考の先、視線の先に存在を感じます。 

十数年の間、数多くの山々そして自然の中

に入り、同行の者たちに対し、気にしていな

いようで、気に掛けて、見ていないようで、

よく観察していて、簡潔に説明するというよ

うな、私達にとっては、とても気持ちの良い

御指導をして頂きました。天野会長の言葉と

行動は、常に我々を導いてきましたが、今後

も、山や自然に向かうときに思い出すことで

しょう。 

天野さん追悼 

浅井 正行 

天野さんと、過ごした時間は、私にとり、 

温かい気持ちになる時間でした。 

利尻から礼文、屋久島まで、全国の山巡り

は、十余年、楽しく過ごさせて頂きました。 

「在りし日のお姿を偲びつつ、ご冥福をお

祈りいたします」 

天野会長を偲んで 

石田 智子 

6月の天野会の実施を前に突然の訃報に、大

変驚き、今でもまたお会いできるような気が

しております。 

数多くの山々をご一緒させていただいきま

したが、中でも印象にあるのは低山の山行で

す。低山はルートが幾多あり、それも山歩き

の醍醐味ですが、踏み跡が多く判断に迷うこ

とがありました。そんな時、山を読むという

ような、適格な判断をされていたことです。 

メンバーはみな自由闊達に活動しておりま

したが、そんななかで天野さんは適宜適切に

さらりとアドバイスをされていました。 

どなたに対しても真摯に向き合われていた

方と感じておりました。また、そうありたい

と目標でもありました。本当にありがとうご

ざいました。 

天野さん追悼 

Y・N 

天野さんとの出会いは、NHKの登山教室でし

た。山登りに憧れて参加してから、10数年も

続けてこられました。天野さんの「ゆっくり

追 悼 

雨飾山にてー一服タイム
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天野会長の記憶に寄せて 

石田 伸郎 

天野俶明氏は、東海支部において、登山教

室、登山学校、支部山行リーダー等の山行部

門で多大な貢献をされました。豊富な山の経

験に基づく指導から多くの影響を受けた支部

員、支部友員は多数に上ります。私もその一

人であり、同好山の会の中で、長年指導を受

けました。天野会長は、私達の心の中に、山

の中にどの様に入って行くか、自然にどの様

に接するかを教えて下さる先生であり、共に

山を楽しむ会の会長として存在しております。 

天野会山行の初期に経験し、マナー教育の

鮮烈な記憶となっているものに「金峰山小屋

の夜」が有ります。消灯時間を過ぎた２階の

大部屋で、何時までも会話をしていた他の宿

泊者たちに、天野会長は「静かに寝なさい。

明日の朝早い人もいるんだから」と強く声を

掛けると一瞬で、室内は静寂に包まれました。

「優しくて、強い」これがリーダーかと思っ

た出来事でした。 

今年の５月初旬、北関東の山行を計画し、

天野会長に「下山連絡先」をお願いした時、

「連絡先承知致しました。３名ですか？安全

第一でお出掛け下さい」と回答を頂き、２座

目の日光白根山の下山連絡で「山頂に至らず」

の報告をすると「残念ですが、また挑戦して

下さい。上州白根もついでに」と再挑戦要請

の回答でした。この気力充分な天野会長の突

然の訃報を信じることが出来ず、いまだに思

考の先、視線の先に存在を感じます。 

十数年の間、数多くの山々そして自然の中

に入り、同行の者たちに対し、気にしていな

いようで、気に掛けて、見ていないようで、

よく観察していて、簡潔に説明するというよ

うな、私達にとっては、とても気持ちの良い

御指導をして頂きました。天野会長の言葉と

行動は、常に我々を導いてきましたが、今後

も、山や自然に向かうときに思い出すことで

しょう。 

天野さん追悼 

浅井 正行 

天野さんと、過ごした時間は、私にとり、 

温かい気持ちになる時間でした。 

利尻から礼文、屋久島まで、全国の山巡り

は、十余年、楽しく過ごさせて頂きました。 

「在りし日のお姿を偲びつつ、ご冥福をお

祈りいたします」 

天野会長を偲んで 

石田 智子 

6月の天野会の実施を前に突然の訃報に、大

変驚き、今でもまたお会いできるような気が

しております。 

数多くの山々をご一緒させていただいきま

したが、中でも印象にあるのは低山の山行で

す。低山はルートが幾多あり、それも山歩き

の醍醐味ですが、踏み跡が多く判断に迷うこ

とがありました。そんな時、山を読むという

ような、適格な判断をされていたことです。 

メンバーはみな自由闊達に活動しておりま

したが、そんななかで天野さんは適宜適切に

さらりとアドバイスをされていました。 

どなたに対しても真摯に向き合われていた

方と感じておりました。また、そうありたい

と目標でもありました。本当にありがとうご

ざいました。 

天野さん追悼 

Y・N 

天野さんとの出会いは、NHKの登山教室でし

た。山登りに憧れて参加してから、10数年も

続けてこられました。天野さんの「ゆっくり

追 悼 
行こうや」の声かけや下山後の「よし頑張っ

た」の声はとても嬉しいものでした。山道に

アメの小袋が落ちているとさっと拾ってポケ

ットに入れている天野さんが思い出されます。

感謝の気持ちをお伝え出来ないままのお別れ

となってしまいました。天野さん大変お世話

になり、ありがとうございました。

天野会長を偲んで 

岡本 英俊 

天野先生の訃報を聞いて、信じられない気

持ちでした。ここ数年、病気と闘いながら復

帰されているお姿を拝見していると今度も立

ち上がってこられると想像して居りました。 

思い起こせば 十数年前に天野会に入らせ 

て頂き、毎年12月から1月に、新しい年の毎月 

の計画を作成し日本各地の山々を山行して参 

今となっては過去のこととして忘れつつあ

るコロナ禍に、密にならないレジャーとして

流行っていたキャンピング、その流行は落ち

着いたようです。 

その代わりではないのでしょうけれど、若

い人を中心に少しずつであるが、登山でテン

トに泊まることがひそかに増えていると聞き

ました。様々な要素が有る中ですが、その中

にテントの軽量化が進んでいることが一つ有

るように思います。

 登山で、主なのは1人又は2人用の個人で使

うテントで、本体やフライシート、ポール等

全部含めた重量が２人用で1.0kgを下回る製

品が発売されるようになりました。今現在の

一般的な軽量テントは２人用で、1.3ｋｇ位で

各社競っています。1.0kgを下回るのは不可能

と、勝手に思っていましたのでとても驚いて

います。 

これは生地やポールの素材の軽量化の進化

が無ければ実現不可能なことです。軽量でも

強度のある素材が開発されてきたため実現で

きたといえます。登山で使うテントは平地で

行うキャンピングテントとは違って、荒れた

天候の山の中のような、命を守らなければな

らない時にも、信頼できる強度を保たなくて 

はいけない性格のためむやみに軽量のみを追 

りました。一つ

ひとつの思い出

と沢山な写真も

有り、その写真

を見るたびに走

馬灯のように思

い浮かびます。 

天野先生はお

酒も大変嗜まれ

ており、山小屋の

食事の前に飲み

会を開き、多くのお話をして戴きました。そ

の引き出しの多い事にいつも感嘆しておりま

した。まだ、信じられませんがご冥福をお祈

りします。 

 

求するわけには

いきません。これ

らの相反する性

能を高度に追及

しなければなら

ない技術的な困

難と、耐久性も犠

牲にすることも

出来ません。軽量

になれば一般的

には耐久性能が落ちるのが当たり前ですので

より困難になります。使い捨てではありませ

んから。強度の強い素材と試行錯誤の結果生

まれた技術で進化を遂げたといえます。製品

の開発者の方々には心の中で感謝です。 

 またこのような性能の良い道具がなかった

頃に、未踏の頂やルートを目指した先人には

その苦労が如何程か尊敬するものです。自分

の登山は、これらの人々の作った土台の上に

あるのだと感じています。 

これから先ますます軽量化が進み、より困

難な登山に対しても登山の技術が進化してい

くことでしょう。道具と技術が同時進行して

行きます。 

 今後のより困難な登山にも期待できるでし

ょう。 

テントの軽量化
総務委員会装備担当 千葉 泰丈 

年齢も顧みず、位山でのラ

ッセル 2013年2月24日 

登山用具あれこれ⑯

アライテン SL ドーム ２人用

２１０×１２０×９５  

９８０ｇ ￥６８,２００ 
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 50の名作・名曲の舞台を訪ねてのスケッチ

旅の抜粋で、今回は愛知県の2編である。 

歌曲 『椰子の実』  島崎藤村 

①名も知らぬ遠き島より

流れ寄る椰子の実一つ

故郷の岸を離れて

汝はそも波に幾月

②旧の樹は生や茂れる

枝はなお影をやなせる

われもまた渚を枕

弧身の浮寝の旅ぞ

 この歌は昭和11年7月、NHK大阪で放送中の

「国民歌謡」の担当者が、島崎藤村の詞に大

中寅二に曲を依頼して完成、東海林太郎の歌

唱で1週間放送。12月にはポリドールからレコ

ードが発売された。 

 歌詞は、島崎藤村が明治34年に刊行した詩

集『落梅集』の詞からで、流暢な文語体なが

ら、ルビが必要な語句が多い。 

 親友の柳田国男の話にヒントを得て創作。

柳田は、明治31年夏1か月伊良湖岬に滞在し、

海岸に流れ着いた椰子の実を見付けた。藤村

は椰子の実の漂泊の旅に、自身の愁いを重ね、

名作に仕立て上げた。 

【【現現地地をを訪訪ねねてて】】  

 伊良湖岬は、名古屋から遠い渥美半島の西

端。35年前に二女と訪れて以来機会が無かっ

た。2023年10月30日、豊橋経由電車とバスを

乗り継いで4時間を要した。 

 バス停からはレンタサイクルで椰子の実の

歌碑へ。崖の中腹にあり、その下に日出の石

門があった。 

 漂着の実験…昭和54年4月マリアナ諸島か

ら1千個を放流、1個が三宅島に漂着したと書

かれてあった。 

 風光明媚だが何もない。柳田の1か月滞在は

不思議。遊歩道とサイクリングロードが整備

され、恋路ヶ浜はサーフィンの名所。若者の

リゾート地かと納得する。

童話『ごんぎつね』 新美南吉

 その時兵十が家の中に、栗がかためておい

てあるのに気づき、「ごん、お前だったのか、 

いつも栗を

く れ た の

は。」ごん

は、ぐった

りと目をつ

ぶったまま、

うなずきま

した。兵十

は火縄銃を

ばったりと、

とり落としました。 

青い煙が、まだ筒口から細く出ていました。 

 新見南吉は大正2年、半田市生まれの児童文

学者。母校の小学校の代用教員の傍ら、創作・

投稿を続ける。東京外国語学校英文科に合格、

東京に出て北原白秋・鈴木三重吉らと知合う。 

彼等の指導で「ごん狐」が雑誌『赤い鳥』

に掲載され、童話作家として存在感を示すが、

文壇の動向や雑誌の休刊等で不遇を重ねる中、

詞・戯曲等も残した。しかし、結核による29

歳の若さでの死が惜しまれる。 

【【現現地地をを訪訪ねねてて】】  

半田市岩滑に「新見南吉記念館」がある。 

2010年には両陛下(当時)も訪れている。こ

の時の体験から美智子皇后は、インドで開催

された国際児童図書評議会の基調講演で、南

吉の「デンデンムシノカナシミ」を取上げら

れ、流暢な英文が話題になった。 

記念館近くの矢勝川畔には、「兵十の母の

葬列の野に彼岸花が咲き敷いていた」ことか

ら、地元の活動で彼岸花が300万本に増殖され

ている。 

2019年9月、スケッチクラブの仲間と訪れた 

が、花は

数本のみ

…花期は

4日 間 程

で、合わ

せるのが

難しいと

悟った次

第。 

名作の舞台を訪ねて(５) 
支部員 村中 征也 

椰子の実の歌碑近くから

恋路ヶ浜を描く

スケッチクラブの仲間と記念館前で
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夏山フェスタから

今年も夏山フェスタの東海支部のブース 

にセミナーの著名講師の皆さんが寄ってく 

れた。5月 17 日(土)には服部文祥さんが、 

5 月 18 日(日)には小林綾子さんと萩原浩司 

さんである。 

服部文祥さんは、自ら「サバイバル登山」 

を名乗り、地図だけ持参の文字通りサバイ 

バル登山を実践している。言う迄もなく食 

料の全てを現地調達。すなわち山中に求め 

るのだ。イワナやヤマメなどの渓流魚は当 

然のこと、ヘビ、カエル、小動物、山野草、 

きのこなど食べられるものなら何でも。最 

近は、銃持参で鹿撃ちをしながらの狩猟登 

山も。 

サバイバルだから登山道は一切使用しな

いし、時には、何十日もテント無しのビバ 

ーク登山もやっている。セミナーは、人気 

を博して超満席であった。 

18 日のセミナーの目玉は、女優の小林綾 

子さんと山の編集長こと元ヤマケイの編集 

長萩原浩司さんの二人によるトークショー 

である。演題は、「わたしの一番の山」であ 

る。お二人のそれぞれ一番の山、すなわち 

「わたしが一番苦労した山」「私が一番楽し 

かった山」「私が一番展望を楽しんだ山」な 

どなどで、その山に対する思いやエピソー 

ドを語った。 

  さすが場慣れしている女優さんと登山界の寵児 

山の編集長。ユーモアやジョークを交えた軽妙なト 

ークは、会場を大いに沸かせた。満席立ち見の大盛 

況であった。 

小林さん自分の山歴も語ったが、大したもんであ 

る。中々である。一例を挙げるなら、残雪の色濃い 

春まだきに燧ヶ岳へスキー登山、頂上から尾瀬沼に 

向かってスキー滑降である。また、鳥海山の頂上か 

らも滑ってみたいと語っていた。 

話には、続きがある。夏山フェスタ終了後の懇親 

会（反省会）が恒例だが、その席に駄目元でお二人 

を誘ってみた。何と快諾いただけたのである。女優 

を離れて山屋同志としての場を心得ておられるの

である。小林さん実に気さくで、なんら気取るとこ 

ろなどなく、我々と山談義に興じておられた。 

さすが「おしん」!!       （Ｎ．Ｏ．） 

 

TOPICS 2 

中央に服部文祥さん 

中央 左小林綾子さん 右萩原浩司さん 

懇親会（反省会）右奥にお二人
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井上靖の名作「氷壁」のモデルとなった石原

國年の所属していた岩稜会の石岡繁雄が東海

支部の活動のルーツといっても良いであろう。

その後、ネパール・ヒマラヤのジャイアンツに

向けて原真・尾上昇らが活躍して東海支部の名

を全国区にした。 

ナイロン・ザイル事件とは『事故・災害』（教

育社 1992）によると、1955年1月2日に北アル

プス山系前穂高岳で起きたザイルが切れて登

山者が滑落死した事故のことである。このザイ

ルが従来の麻ザイルよりも強いとメーカーが

保証したナイロン・ザイルだったため、“ザイ

ル論争”に発展した。滑落死した大学生の実兄

である石岡繁雄は、長い間この事件の原因を実

験で究明し、社会に訴え続けた。2013年の中日

新聞の記事にもあるように、長く世間の関心を

引いた事件であった。

その後、東海支部のヒマラヤでの活動は、支

部員が参加しやすいインド・ヒマラヤに舞台を

移し、鈴木常夫が中心になってほぼ一年置き毎

に登山隊を企画・実施した。鈴木常夫が一戦を 

引いてからは、星 一男にバトンタッチされ、 

2024年15次のインド・ヒマラヤ登山のラダック

山脈のメラック(6481m)の初登頂に続いている。 

この長年にわたるインド・

ヒマラヤの活動を基に、栃木

支部から東海支部に移ってき

た沖允人が編集責任者となり、

日本山岳会創立100周年記念

出版として『インド・ヒマラ

ヤ』を出版した。類書が無か

ったので、改訂版を出版する

までになった。2025年には再

改訂増補版を出版した。英文

にして『Indian Himalaya』も

出版している。英語版には付

録としてインド・ヒマラヤ登

山年表(約5000隊の登山概要)

もついている。

東海支部は現在、多くの活

動グループがあり、多面体の

活躍をしているが、先人の築

いた登山の最先端の活動を忘

れてはならない。 

(文中敬称略) 

東海支部とインド・ヒマラヤ 
支部員 沖 允人 

会員の広場 
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支部山行リーダーに就任して  千葉 泰丈 

 「なぜ、山行リーダーに？」と自問自答す

ると、大先輩に推薦されてと言うのがきっか

け。サブリーダーをしていたときに、あなた

は経験が豊富なのだからと言われて、こんな

うれしいことを言って頂くのは恥ずかしい限

りであった。 

 登山用品を扱う仕事を選んだのに仕事優先

でそれほど山に行けていない、土日が休日で

はないので他の人と休みが合わなくてどうし

ても単独の山行しかしていないというのが本

音。 

 自分が人のお役に立てるなら、登山を広め

ることに自分なりに貢献できるのなら、との

思いが片隅に有ったというのが建前。山の素

晴らしさを伝えたい、人と共有したいとの思

いは、でもこれは変わらない。 

 山でうろたえる姿を見せたらどうしよう。

体力が無くて一番先にバテたらみっともない

な。予期せぬトラブルが有ったら。ネガティ

ブな思いが心の中を駆け巡る。 

 でも、もしかしたら一人で山に行っている

よりかはるかに楽しいのではないか！支部で

山行をしていく中で、いろいろな方と出会う

事が出来ました。それが、今自分が山行リー

ダーをする上でのモチベーションになってい

るのは間違いないところだ。 

 山は自分にとって教わるべき大切な経験を

させてくれる場所であり、人生の舞台でもあ

る。

古光山山行に参加して     村井 智恵 

 4月20日の天気予報はずっと雨マークで中

止と思っていたが、マークが消え、山行が実

施された。古光山はススキで有名な曾爾高原

の隣の山である。名古屋からは約150ｋｍと距

離があり個人では行きにくい山で支部山行で

企画して頂き感謝。 

計画書のポイントの”自然のアスレチック、

両手両足を駆使します。”の通りの山だった。

長尾峠から後古光山までは整備された階段が

続き、急な所は手すりもあり安心して登る事

ができた。 

 

ロープも頼り難所を下る

ここから一気に道が険しくなり、下りはほ

ぼ垂直に見え、足の置き場を探し、3点確保し、

残置ロープにも頼りながら慎重に降りた。同

じようなアップダウンを繰り返して古光山到

着。残念ながら眺望はないが、ここからは平

坦な稜線歩きでほっと一息つけ、南峰手前に3

60度パノラマビューの岩場があり山々の景色

を楽しめた。南峰で昼食をとり、ここからま

た激下りが始まり注意深く降りた。 

 急な斜面が終わり、ワラビを見つけてから

は、皆でワラビ採りに夢中になり、先ほどま

での緊張感はどこかへいってしまった。 

 大峠登山口から車道歩き約3㎞で駐車場へ

向かう。土筆を見つけ採取したり、途中の地

図にある三角点を探したり、歩いてきた登山

道を眺め山の形は成程鋭い円錐形だと確認し

たりと、嫌だなあと思っていた車道歩きも苦

にはならず楽しめた。登山道の距離は3ｋｍと

短いが達成感いっぱいの、登り応えのあるお

もしろい山だった。今回は春を感じる山菜の

おまけ付きで得した気分だった。 

 今後も支部山行を通じていろいろな山を愉

しみたいと思いますので、今後ともよろしく

お願いしたい。

山行委員会だより 
支部員 千葉泰丈 村井智恵 
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 「二十五歳で必死になってヒマラヤに行っ

た男が、帰国後は若気の過ちに気づき、慌て

て山から足を洗い俗事に専念する。その結果

は三十五歳で課長になれるかも知れないと言

った場合を想像して見たまえ。彼の部屋には

ヒマラヤの写真がかかっており、酒を飲めば

思い出話に花が咲く。何となく退屈なみじめ

さとどこか取るに足らぬ感じを与えるこの末

路もいわゆる人生案内書の幸福にあてはまる。

多くの登山家はこの道を歩む」。

「山の死―すぐれた登山家の死―は、ときに

は人生の完成を意味する。それは幻滅からの

解放であり、自己欺瞞の克服である。美しい

余韻を持つ、完璧な人生だ」(『北壁に死す』

原 真の後記）。1973.9.2

  ☆    ☆     ☆ 

『東海山岳11』の50年史の冒頭には原 武の名

前が少しだけ登場する。まるで流れ星のよう

に夜空に一条の光を残して去っていった。あ

の光芒はアルピニズムへの限りなき憧憬だっ

たかも知れない。 

東海支部発足前夜 

熱意有る若者たちの群像 

 昭和３３年の秋のことである。名古屋・伏

見の広小路通りに面したワダコーヒーという

店があった。大正７年に発足した老舗である。

伏見の喫茶店は本店に併設する形で昭和二十

二年にできた。 

 戦後、娯楽に飢えていた人たちはミリオン

座で映画を観たり、パチンコに興じていた。

若者達向けには歌声喫茶も賑わっていた。喫

茶店で一杯六十円(注１)のコーヒーを飲む習

慣も戦後の洋風文化の進展の中で広まって行

った風俗の一つであった。広小路通りには市

電が往来していた時代である。 

 そのお客の中に声の一段と大きな若者達が

いた。中でも南山大学でスペイン語を学ぶ中

世古隆司(５１７８)はラテン音楽が大好きで、

この店の豆もブラジル産だったから中世古の

お気に入りだった。その集会室での一夜での

ことだった。 

若者たちが口角泡を飛ばしていた話題は冬

の岩壁登攀のことだった。話題の中心には名

古屋山岳会の加藤幸彦(５１８１、『絶対に死

なない 最強の登山家の生き方』講談社)がい

た。加藤は瀬戸市に生まれ、東海高校在学中

から名古屋山岳会へ入会待ちをするような大

の山好きだった。大学へは行かず、中小の貿

易商社に入って誰よりも早く外国の事情に先

んじていた。彼は東京で第二次Ｒ・Ｃ・Ｃが

結成されたことに刺激を受けて、東海地方に

もクライマーの集りを持とうと呼びかけたの

だった。 

クライマー同志の情報交換、協力、研究等

を行おうということになった。名称は当時の

世界的なアルピニストの集りであるフランス

のグループ・ド・オート・モンターニュをそ

のまま真似て、Ｇ・Ｈ・Ｍと仮称した。 

メンバーは前園陽太郎（以下名古屋山岳会）、

鈴木真吾、加藤幸彦、高田光政、高橋達雄（以

下岐阜登高会）、青木寿、神谷恵文、二村嘉

彦（名古屋ＡＣＣ）、学生では名大の磯村思

旡だった。 

東海岳人列伝(24) 

原 武の死が支部創立の陣痛となった 
編集委員 西山 秀夫 
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ヒマラヤへ誘う石岡繁雄

その噂を聞きつけて会合に顔を出したのが

当時屏風岩初登攀(昭和３０年１月)で有名に

なっていた岩稜会会長の石岡繁雄だった。同

じく名大に勤めていた石原国利(岩稜会５１

８０)を伴って訪れたのである。このムンムン

する熱気は何だ、と石岡は思っただろう。彼

らを彼らのエネルギーを良い方向に向けさせ

たいと考えたに違いない。石岡は言った。「国

内における登攀よりも近い将来、是非ヒマラ

ヤへ遠征しよう」と呼びかけられた。この発

言が契機となって、ヒマラヤが目標に変わっ

ていった。

 石岡の自宅がたまり場になり、登山論に花

が開いた。自分が捨石になる覚悟で奔走した

のである。Ｇ・Ｈ・Ｍは発展的に解消され、

ヒマラヤ研究会の発足になった。昭和３４年

５月２８日に第一回目の集会が行われた。昭

和３５年、東海地区山岳連盟で加藤、石原が

ビッグ・ホワイト・ピークに遠征したが一敗

地にまみれた。帰国後、この反省から気心、

技量も知れた仲間と行くべきだとの結論にな

った。山岳連盟は山岳会が単位の団体である

から個人として交流できる日本山岳会が良か

ろうという流れになっていった。

 昭和３５年９月、日本山岳会本部へは石原

国利、加藤幸彦、中世古隆司、原 武、鈴木重

彦、大口瑛司、須賀太郎、高橋達雄他８名が

一度に入会した。この大量入会は本部の山崎

安治(１９１９～１９８５、『日本登山史』)

と石岡繁雄の推薦があった。東京の山崎と連

絡を取り合い、東海地方在住の会員の意思を

確認すると東海支部設立の賛意が得られた。 

設立への蹉跌 

 昭和36年4月、鹿島槍ヶ岳北壁で支部の役員

に予定していた原 武が滑落で遭難死した。同

行の石原国利も入院、鈴木重彦が急を知らせ

に走ったのであった。支部発足の出鼻を挫か

れた思いであったと中世古は回想する。しか

し、その事故処理が契機となって兄・原 真と

親しくなったのは歴史の皮肉というべきか。

原 真も翌年に入会することになる。 

 設立発起人には岐阜登高会の篠田公平がい

た。名古屋山岳会の跡部昌三がいた。名古屋

山岳会は昭和十年に団体加盟していた。支部

の基盤となる東海地方在住の会員は60名はい

た。 

アルピニズムの殿堂への一歩

昭和36(1961)年4月23日、鶴舞公園の桜もす

っかり散ったころ、その隣の名古屋大学医学

部の一角で東海支部は呱々の声を上げた。東

海地方にヒマラヤを目指す志の高いアルピニ

ストの拠点が出来たのだった。「エベレスト

は気高い心を持つ者だけが登る資格がある」

という名言で知られた松方三郎会長が来名し

た。初代支部長には石岡の上司であり、山仲

間でもあった名古屋大学教授の須賀太郎が選

ばれた。

引用は以上。

 原 武は名古屋大学医学部の会場には出て

来れなかった。同学部出身であり、発足時の

会員として本来なら設立の会合に居なければ

ならないのに遭難死して不可能になったのだ

った。 

 前置きが長くなった。彼の名前を冠した『北

壁に死す』（山と溪谷社、初版 昭和48(1973)

年）をもとに原 武の人生を眺めてみた。国内

の初登攀、海外遠征などの輝かしい実績もな

いのに深田久弥(1903～1971)が序文を寄せて

いる。本書の前に遭難死の3年後に1964年7月

に遺稿集『北壁』が出版されている。才能を

惜しんでのことだろう。深田久弥といえば『日

本百名山』(昭和39年)のイメージであるが東

大文学部を中退後出版社「改造」に入社。19

29年(昭和4年)に雑誌『改造』が懸賞論文を募

集した際、選考委員になった。宮本顕治(190

8～2007)はまだ東大在学中の学生であり、蒲

郡市の友人の旅館に籠って芥川龍之介の自死

を題材とした『敗北の文学』を書き上げた。

深田は友人でもあった小林秀雄「様々なる意

匠」を退け1位に選定した。 

宮本は1931年5月に日本共産党に入党。応募

の論文の中に後の妻となる北畠八穂の作品も

見いだしている。久弥との婚姻生活は破局で

終わった。2019年5月のGWに青森近代文学館を

見学すると「北のメルヘン作家」の地歩を築

いていた。児童文学の作家になったのだった。

深田久弥は文才を発掘する伯楽だったと思わ

れる。 

 序文から引くと、前略、原 武君。私は生前

の君を知らない。しかしこの一巻は君を年来

の知己のように私に感じさせる。君の人なつ
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こい、だが不屈な面魂の現れた肖像は、昨日

山で別れた友のように、私の胸に迫って来る。

君も喜んで私の序文を許してくれるだろう。 

 君は君の親友ガンの死を悼んで、今後一生

「実に惜しい男だった」と繰り返すだろうと

言った。私はもっと言いたい。嫉妬深い悪魔

が「こんな男を生かして置いたら将来何をし

でかすか分からない」そう考えたに違いない

と、そう言いたいほど、君は大きな未来を持

っていた。 

 しかし君の魂は決して死なない。君が残し

て行ったもの、真に山を愛する若い人たちが

心に抱き続けねばならぬもの、それを君は見

事に残して行ったのだから。 

以上。 

 本文は日記体なので字数も考慮して断片と

してまとめてみた。 

・死―いかに用心しても、山とは切り離せな

いものだ。僕自身幾度か危ない目にあいなが

ら、真剣に考えてもいない。僕は惰性で山を

やっているのか。目的は何だろうか。―部分

的には、登攀中の刹那の歓びである。それが

全部かも知れない。その内わかってくるだろ

う。何のために登るかは。

 山への闘争心。肉体の疲れ。親父・おふく

ろ、話にならん。兄弟は利己的。友人とは壁

を感じる。本も駄目だ。―1人で山の夕暮れを

眺めて、時々相棒が欲しくなる。そんな時女

友達でも傍にいたら。 

 だが、こういった満たされぬ気持が山へか

り立てているのだとしたら、注意しなくては

ならない。山では身体だけでなく、精神もベ

スト・コンディションで無ければならぬ。

ｐ48 名大生1年のころ。

・山だけが意欲を感じさせる。山が無かった

ら、衝動的に僕は自殺しただろう。

・僕は人生にふんぎりをつけるために、激し

い、命をかけるような登山をする気になった。

屏風岩を冬の課題にしたのもそのせいだ。無

論、それほど危険な登山じゃないが。自殺し

たと思えば、楽なものだ。

・誰でもいい、僕が死んだら山に墓を作って

くれ。冬山になくてはならぬところにケルン

を積んで。例えば雲の平から薬師沢を見下ろ

す所とか、屏風の頭とか、南アのどこかとか、

僕の憧れていた北海道に。ヒマラヤのパンプ

ーチか、ギャラ峠の辺りでもいい。とにかく

人の行かない、そして時々訪れる少数の人に

役立つ所へ。下界に墓はいらない。山だけで

いい。山は僕の恩人だったのだ。ｐ57 

・僕は山と不即不離で生きたい。山イコール

人生でありたい。しかしそこまでは望まぬ。

ｐ112

・グレポン(※1)か、遠見尾根か、と迷ったが

遠見へ行くことにした。グレポンは本当に登

りたかったのだが。

鹿島山荘のおやじさんの告別式。 

 昨日は、ドンちゃんの送別会を、バッカス、

国ちゃん、世古さん、高橋さんとともにやっ

た。(※2) 

登山論が沢山出た。 

小谷部全助(※3)、大島亮吉など、古い人の

ものを今一度読んでみよう。ｐ140 名大山岳

部報3号 

※1 岩塔、針峰、とがったピーク。フランス･

シャモニーにある針峰、穂高･滝谷にあるピー

ク。

※2 加藤幸彦、石岡繁雄、石原国利、中世古

隆司、高橋達雄（高橋支部長の父）

※3「日本の登攀史上不世出の名クライマー」

東京商大（現一橋大）昭和10年北岳バットレ

スの冬季初登攀等。

年譜

昭和14年7月24日名古屋市熱田区生まれ

昭和27年4月東海中学入学

昭和30年4月東海高校入学

昭和33年3月  同 卒業

4月名古屋大学医学部進学課程入学

昭和35年名古屋大学医学部進学

昭和36年4月9日鹿島槍ヶ岳北壁で遭難死（21

歳）
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スケッチクラブ

《早春の木曽路と安曇野》

 3月20日(木)～21日(金)、8名で御岳休暇村の

「スケッチ・撮影旅行」に参加、早春のひとコ

マを画用紙に写しとりたくて気合を入れ、名古

屋城駐車場を出発しました。

【妻妻籠籠宿宿】

 第 1 日目のメインは妻籠宿です。中山道 69

次の 42 番宿であり、民宿街で往時を偲べます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宿の90歳の爺ちゃんが観光客をつかまえて、

200年前からの建物と生活様式を語っていまし

た。スペイン人でしたが分かったかなあ。小生

は話を聞きながら野沢菜のオヤキを頬張って

スケッチしてましたよ。

午後は三岳村日向で、木曽駒ヶ岳を眺めて描

く予定でしたが雲で見えません。そこで阿弥陀

堂の傍で枝だけの枝垂れ桜を描いていました。 

85歳の婆ちゃんが一輪車を押して山裾を上り

委員会報告 

月日 種別 場所 
参加 

人数 
備考 

4月 5(金) 自主企画山行 岐阜県：清滝山(438m) 23 人 

12(金) 月例山行 三重県：筆捨山(286m)と日本武尊の古墳 17 人 

17(金) 自主企画山行 岐阜県：納古山(632m)～遠見山(272m) 17 人 

25(木) 自主企画山行 静岡県：真富士山(1343m)(すごろく) 19 人 

5月 2(水) 歩こう会 名古屋市：猪高緑地 17 人 

9(木) 月例山行 八木三山(296m) 20 人 

17(金) お祝い山行 長野県：傘山(1542m) 25 人 傘寿3名 

6月 7(金) 自主企画山行 山梨県：黒富士(1635m)(すごろく) 15 人 

18(火) 自主企画山行 長野県：蓼科山(2531ｍ)(すごろく) 18 人 

27(木) 月例山行 福井県：鉢伏山(761.8ｍ) 24 人 

7月 3(水)∼

4(木) 

自主企画山行 長野･山梨県：仙丈ヶ岳(3033ｍ)(すごろ

く) 

15 人 

16(火)∼

18(木) 

自主企画山行 山梨県：富士山(3776ｍ)(すごろく上が

り) 

16 人 9 名登頂 

8 月 22(木) 月例山行 岐阜県：付知峡 17 人 

9 月 26(木) 月例山行 岐阜県：鷹巣山(232ｍ) 18 人 

10 月 24(木) 月例山行 長野県：高烏谷山(1331.3ｍ) 23 人 

11

月 

7(木) 自主企画山行 山梨･静岡県：竜ヶ岳(1485ｍ) 15 人 

18(月) 歩こう会 愛知県：小幡緑地～八龍～満天星亭 19 人 

28(木) 月例山行 滋賀県：太郎坊山(350ｍ) 23 人 

12 月 5(金) 歩こう会 名古屋市：八事裏山 18 人 

1 月 23(木) 月例山行 岐阜県：北ノ山(398.6ｍ)～西ノ山(404.5

ｍ) 

13 人 

2月 7(金) 自主企画山行 三重県：オハイ海岸 23 人 

27(木) 月例山行 静岡県：粟ヶ岳(532ｍ) 26 人 

3 月 27(木) 歩こう会 名古屋市：藤前干潟～荒子川公園 12 人 

433 人

亀の会代表 鈴木 愼吾 

同好会コーナー 
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下りです。栽培されたフクジュソウを市場に出

荷、とのこと。「あんたはいったい何している

のかね」と聞くので、「わたしゃあスケッチで

遊んでるんじゃよ」と回答です。どう見ても画

伯には見えませんので正直に言いました。 

【白白銀銀のの後後立立山山】 

 翌日は北安曇郡池田町の国営アルプスあず

みの公園でのスケッチです。贅沢にも、大滝山・

蝶ヶ岳から常念岳・大天井岳・燕岳・餓鬼岳・

蓮華岳・爺ヶ岳・鹿島槍・五龍岳・唐松岳・白

馬岳を眺望し、安曇野の田園と山岳描写を堪能

しました。 

 しかし、公園内の美術館で同じ景観を描いた

青木一美の『朝の安曇野』を観賞し、ショック

を受け心肺停止になりそうでした。また、あず

みの公園にわざわざ来てくださった安藤先輩

ご夫妻とお話ができ、安堵したひと時を過ごせ

てスケッチクラブ会員は幸せでした。 

 明日に向かって希望のスケッチに励めるこ

と請け合いです。明日があるさあ！帰りのバス

は定刻に名古屋城に到着しました。 

《ぎふワールド・ローズガーデン》杉山 史 

3月20日(月)、可児市にある「ぎふワールド

ローズガーデン」へ。気にしたお天気も好転、

マスコットキャラクターの「ミナモ」がにこや

かに迎えてくれました。

 ゲートをくぐり抜けたさきは、目を見張る広 

さの中に色とりどりのバラの花が、整然と、あ 

【ＴＮＣＣ】 

長距離歩行山行 猿投山（629ｍ） 

TNCC は月例山行以外に有志でオプション山

行を行っている。今年の 7月には「秋田駒（1623

ｍ）から乳頭山(1,478ｍ)」への縦走を計画し

ている。この時期の東北の山は視界が開ける樹

林帯の上で、笹原や草原に花が咲き誇り魅力的

である。標高差はそれほど多くはないが縦走を

始めると退避ル―トがない。平均年齢が 79 歳 

のメンバーにとっては厳しい。そのため長丁場

の行程を歩く訓練を猿投山で行った。 

6 月 5 日、梅雨の始まる前爽やかな天候に恵

まれ、やまじ変電所前を 7時に出発。誰もいな

い篠田池から四ツ沢出会いを経て三角点、物見

山、赤猿峠の展望台で昼食。ここまでくると東

海自然歩道上となりハイカーも増えてくる。尾

張と三河の境界を成すこの稜線は長い。山頂で 

折り返し帰路は東大演習林境界を下り廻道で 

池田町クラフトパークで後立山をバックに 

るいは可憐にまた妖艶に、私たちを迎えてくれ 

ました。 

 どこも絵になる、でも手ごわそう。広い園の

なかを花に気を取られながらウロウロ目的を

失念しそうになりながらやっと描いた絵には

バラの花がなく、最後の作品発表ではクラブの

面々の感性にただただ感嘆し、バラの花に見と

れて圧倒された一日が終わりました。「下手で

もなんでも描き続けることが大事」目下の課題

です。      スケッチクラブ 石井 仁 

マスコットのミナモと一緒に

長時間歩行コース 

ある第 2 管理道経由で 15 時 30 分変電所前に

戻った。歩行距離 15 ㎞、標高差 800ｍ程の長

時間歩行を 8時間余で無事歩きとおした。秋田

駒へ自信を深めた訓練山行であった。参加者 

浅井正行・松本陽子・田中紀・和田豊司 

TNCC 浅井 正行 
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バラの花がなく、最後の作品発表ではクラブの

面々の感性にただただ感嘆し、バラの花に見と

れて圧倒された一日が終わりました。「下手で

もなんでも描き続けることが大事」目下の課題

です。      スケッチクラブ 石井 仁 

マスコットのミナモと一緒に

長時間歩行コース 

ある第 2 管理道経由で 15 時 30 分変電所前に

戻った。歩行距離 15 ㎞、標高差 800ｍ程の長

時間歩行を 8時間余で無事歩きとおした。秋田

駒へ自信を深めた訓練山行であった。参加者 

浅井正行・松本陽子・田中紀・和田豊司 

TNCC 浅井 正行 

◆支部友委員会山行計画(令和7年10月～12月分)

10 月 4 日(土）☆

山域：瀬戸 山名：物見山 

ﾘｰﾀﾞｰ: 金谷 正起

10 月 5 日(日) ☆ 

山域：京都東山 山名：大文字山 

ﾘｰﾀﾞｰ：村瀬 恭平

10 月 12 日(日）☆ 

山域：野坂山地 山名：野坂岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津 英一朗

10 月 25 日(土）☆ 

山域：沼津アルプス 山名：香貫山～徳倉山 

ﾘｰﾀﾞｰ：川崎 禎明

11 月 8 日(土）☆☆ 

山域：養老山地 山名：石津御嶽・多度山 

ﾘｰﾀﾞｰ：磯部 隆

11 月 15 日(土) ☆  

山域：京都北山 山名：愛宕山 

ﾘｰﾀﾞｰ：村瀬 恭平

11 月 16(日）☆ 

山域：中山道 山名：妻籠宿～落合宿 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤 政仁

11 月 23(日）☆ 

山域：湖西アルプス 山名：座談山・神石山 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津 英一朗

11 月 29 日(土）☆ 

山域：沼津アルプス 山名：鷲頭山～戸倉山 

ﾘｰﾀﾞｰ：川崎 禎明

12 月 7 日(日）☆ 

山域：湖北 山名：己高山・鶏足寺 

ﾘｰﾀﾞｰ：近藤 政仁

12 月 14(日）☆☆ 

山域：鈴鹿山脈 山名：竜ヶ岳 

ﾘｰﾀﾞｰ：今津 英一朗

12 月 20(土）☆ 

山域：奥三河 山名：夏焼城ヶ山 

ﾘｰﾀﾞｰ：倉橋 智司

支部友会員数 令和7年5月末現在 48名 

山行対象者 支部友会員及び支部会員 

申込み方法 支部友会員は申込締切日までに、

各山行リーダーが示す方法で申し込む。 

募集開始 山行日の3か月前から、支部会員は 

2か月前から。 

締切日 原則山行日1ヶ月前まで。（締切日を過

ぎての参加空き情報はﾘｰﾀﾞｰに直接問い合わせ

下さい） 

・山行の募集人員を超えない範囲で、支部会員

の参加申し込みを受け付ける。 

「予定」第 70 回  

テーマ：「パソコンを利用した地形図の作成」

日 時：8 月 12 日(火）

会 場：支部ルーム 19：00～20：30

講 師：鈴木 愼吾氏（日本山岳会東海支部員）

「予定」第 71 回

テーマ：「朝明ミーティング」

日 時：10 月 18・19 日(土・日）

会 場：朝明茶屋キャンプ場

1日目：分散登山後 BBQ キャンプファイヤー

2日目：講習会

ﾘﾘｰーﾀﾀﾞ゙ｰー連連絡絡先先

尾上 昇 onoe@onoe.co.jp
金谷 正起 

kanaya.masaki@rouge.plala.or.jp 
榊 將美  sakaki@minds-consulting.jp 
村瀬 恭平 hoshizakari@docomo.ne.jp 
田中 進 t-susumu@peace.ocn.ne.jp
今津 英一朗

imazu.eiitirou@maroon.plala.or.jp 
磯部 隆  takass@yk.commufa.jp 
高松 信治 takama2nobu3@yk.commufa.jp 

池戸 美恵 noboruonna@icloud.com 
川崎 禎明  y.kawa715@gmail.com
倉橋 智司 ilyt6by8@qc.commufa.jp
林 康太郎 koutaropippi@gmail.com
近藤 政仁 vft55ud55@gmail.com
奥野 明美   tac-okuno@mbi.nifty.com
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【2025 年 3月常務委員会】 

日時：3月 26 日(水)19：00～21：00 

1.支部長挨拶（高橋）

・夏山フェスタでは、色々な委員会が来客に勧

誘の声掛けをしているが東海支部として統一

した勧誘をして新規入会者を集めるための話

し合いが必要。

・全国支部連絡協議会に服田副支部長と前田

副支部長が現在オンラインで参加中のため常

任委員会は欠席。

2.総務委員会（今津）

・退会 5名、入会 8名。

・5 月 11 日(日)総会。草野氏報告、平川理事

講演、新 HP 説明、懇親会。

・献血ルーム PR コーナー出展。5/3～29 ゲー

トタワー献血ルーム。

・全国ボランティア支援登山集会 11/15，16

支部をあげてのイベント、各委員会は参加して

ほしい。

・5/17，18 夏山フェスタのお手伝いをお願い

します。

・5/11 の総会で委員長の人事を伝える必要が

あるので変更があるかないのか早めに連絡す

る。

・本部に令和 6 年度の登山実績を報告しなけ

ればいけないので連絡お願いします。

・日山協（JMSCA）の赤字補填問題、50,000 円

を拠出する予定.総会で審議する。

3.ＡＭＳＣＡ（星）

・星氏が JMSCA で東海ブロック（愛知、岐阜、

三重、静岡）の代表理事になった。

・豊橋市の立岩の持ち主からクライミングの

利用中止の要請があった。豊橋市、愛知県東三

河遭難対策協議会が動いて事前登録の上利用

が可能になった。

4.支部友委員会（金谷）

・問題なく山行実施。

・夏山 9コース予定、木曽駒ケ岳健脚コースの

サブリーダーを検討中。

5.山行委員会（稲葉）

・リーダーの人数が減っているので山行日数

も減っている。

・支部山行のキャンセル料の見直しが提案さ

れ承認された。見直しの目的は、自身の予定が

確定しない前での安易な申込の抑制。

キャンセルによる他参加者の負担軽減（直前で

のレンタカー車種変更、追加募集） 

【変更前】 山行当日のキャンセル料は参加費

の全額  

【変更後】 当日～3 日前、参加費の 100％と

する。 

（支部友山行のキャンセル料も支部山行に準

ずることとすると金谷委員長の発言があった） 

6.亀の会（鈴木慎吾）

・米寿、傘寿のお祝い山行実施。

・マイクロバスの運転手への支払い 25,000 円

から 30,000 円に値上げ。

7.猿投の森づくり（和田）

・3 月で東大演習林の作業終了（毎年 10 月か

ら 3月に作業）

・新年度、猿投の森づくりの会と愛知県有林で

新たに協定を結ぶ。

・観桜会・新芽を食す会 4/5(土) 三又広場、

支部員の参加歓迎。

8．トレッキングクラブ

資料のみ 

9.アルパインクラブ（高橋）

・バリエーションクライミングを若い人同士

で行く。

・春合宿募集、ゴールデンウイーク

・12 人ピックアップして月一回月例山行を実

施予定。

・アルパインライト（初級の上級者）の山行を

月一回実施予定。

10.東海学生山岳連盟（山下）

・来年度委員長は諸岡さん。

・夏山フェスタとゴザフェスの人員を募る。

・春の総会に新人学生に参加してもらう。

11.登山学校（服田）

・次年度登山学校（第 9期）受講生募集、3/31

まで支部友優先。

・ジャパンレンタカー割引サービス（法人契約）

各店舗に周知された。【日本山岳会東海支部】

と名乗るだけで割引料金で利用できる。

＊料金（税込/24 時間）ヴェルファイア 平日

10,000 円 土日祝 11,000 円

ハイエースグランドキャビン 平日 12,100 円

土日祝 15,100 円

12.自然保護委員会（石原）

・豊田の猟師さんと交流。調査していくうえで

地元の人とお付き合いをしていくことが必要。 

・中央アルプスの二ホンライチョウの保護増

会 務 報 告 
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【2025 年 3月常務委員会】 

日時：3月 26 日(水)19：00～21：00 

1.支部長挨拶（高橋）

・夏山フェスタでは、色々な委員会が来客に勧

誘の声掛けをしているが東海支部として統一

した勧誘をして新規入会者を集めるための話

し合いが必要。

・全国支部連絡協議会に服田副支部長と前田

副支部長が現在オンラインで参加中のため常

任委員会は欠席。

2.総務委員会（今津）

・退会 5名、入会 8名。

・5 月 11 日(日)総会。草野氏報告、平川理事

講演、新 HP 説明、懇親会。

・献血ルーム PR コーナー出展。5/3～29 ゲー

トタワー献血ルーム。

・全国ボランティア支援登山集会 11/15，16

支部をあげてのイベント、各委員会は参加して

ほしい。

・5/17，18 夏山フェスタのお手伝いをお願い

します。

・5/11 の総会で委員長の人事を伝える必要が

あるので変更があるかないのか早めに連絡す

る。

・本部に令和 6 年度の登山実績を報告しなけ

ればいけないので連絡お願いします。

・日山協（JMSCA）の赤字補填問題、50,000 円

を拠出する予定.総会で審議する。

3.ＡＭＳＣＡ（星）

・星氏が JMSCA で東海ブロック（愛知、岐阜、

三重、静岡）の代表理事になった。

・豊橋市の立岩の持ち主からクライミングの

利用中止の要請があった。豊橋市、愛知県東三

河遭難対策協議会が動いて事前登録の上利用

が可能になった。

4.支部友委員会（金谷）

・問題なく山行実施。

・夏山 9コース予定、木曽駒ケ岳健脚コースの

サブリーダーを検討中。

5.山行委員会（稲葉）

・リーダーの人数が減っているので山行日数

も減っている。

・支部山行のキャンセル料の見直しが提案さ

れ承認された。見直しの目的は、自身の予定が

確定しない前での安易な申込の抑制。

キャンセルによる他参加者の負担軽減（直前で

のレンタカー車種変更、追加募集） 

【変更前】 山行当日のキャンセル料は参加費

の全額  

【変更後】 当日～3 日前、参加費の 100％と

する。 

（支部友山行のキャンセル料も支部山行に準

ずることとすると金谷委員長の発言があった） 

6.亀の会（鈴木慎吾）

・米寿、傘寿のお祝い山行実施。

・マイクロバスの運転手への支払い 25,000 円

から 30,000 円に値上げ。

7.猿投の森づくり（和田）

・3 月で東大演習林の作業終了（毎年 10 月か

ら 3月に作業）

・新年度、猿投の森づくりの会と愛知県有林で

新たに協定を結ぶ。

・観桜会・新芽を食す会 4/5(土) 三又広場、

支部員の参加歓迎。

8．トレッキングクラブ

資料のみ 

9.アルパインクラブ（高橋）

・バリエーションクライミングを若い人同士

で行く。

・春合宿募集、ゴールデンウイーク

・12 人ピックアップして月一回月例山行を実

施予定。

・アルパインライト（初級の上級者）の山行を

月一回実施予定。

10.東海学生山岳連盟（山下）

・来年度委員長は諸岡さん。

・夏山フェスタとゴザフェスの人員を募る。

・春の総会に新人学生に参加してもらう。

11.登山学校（服田）

・次年度登山学校（第 9期）受講生募集、3/31

まで支部友優先。

・ジャパンレンタカー割引サービス（法人契約）

各店舗に周知された。【日本山岳会東海支部】

と名乗るだけで割引料金で利用できる。

＊料金（税込/24 時間）ヴェルファイア 平日

10,000 円 土日祝 11,000 円

ハイエースグランドキャビン 平日 12,100 円

土日祝 15,100 円

12.自然保護委員会（石原）

・豊田の猟師さんと交流。調査していくうえで

地元の人とお付き合いをしていくことが必要。 

・中央アルプスの二ホンライチョウの保護増

会 務 報 告 殖活動の協力依頼を受けた。 

・イベント開催時に老若男女問わず参加を募

る。

13.遭難対策委員会（高松）

・3/1 気象講座

・雪崩講習 3/15～16 を予定していたが悪天候

のため 3/15 のみ開催。

14.写真展実行委員会（岩月）

・2/24～3/2 第 19 回写真展開催、1112 名の来

場者

・インド・ヒマラヤ隊コーナーで関心を持って

もらえた。

・中日新聞に掲載された記事を見て来場され

た人が多かった。

・3/22 写真山行実施 9名参加

15.技術向上委員会（清水）

・【イグルー講習会】3 月 29 日(土)30 日(日)

米山悟氏による雪上訓練

・【山の天気ライブ授業】猪熊隆之氏、2026 年

1/17 机上講習、1/18 実地授業（金華山候補）

・【登山計画の立て方・読み込み方】登山学校

との共同開催 2025 年 11/30

・【安全登山教室】支部 HP に情報提供検討

16.ドキュメント映画【小屋番八ヶ岳】（高橋） 

・パルコで舞台挨拶に参加。

17.インド・ヒマラヤの本を 120 周年記念出版

として、東海支部から本部に推薦する。

出席：高橋、今津、高松、石原、星、岩月、清

水、山下、諸岡、（ZOOM）金谷、稲葉、和田、

鈴木慎吾

【2025 年 4月常務委員会】

日時：4月 23 日(水)19 時 ZOOM との並行開催       

1. 支部長挨拶（高橋）

・新体制になり新しいメンバーで始まります

が、よろしくお願いします。

 季節がいきなり夏の様子を呈しています。山

に行かれる方は十分な水分補給を。また残雪の

山に行かれる方は雪崩等に注意を払って事故

の無い様行動して頂きたい。 

5 月には総会と夏山フェスタの大きなイべ

ントがあり、総会においては、会員微減の状況

にあるので皆さんの忌憚のない意見を伺い会

の発展につなげていきたいと思います。

夏山フェスタでは山の告知等を通じて東海

支部の知名度を上げ、会員獲得の機会として活

用、参加協力をお願いします。 

2.総務委員会（今津）

・支部員 4月度 退会：5名 現況：320 名

・総会 5月 11 日(日)15：00～15：30（14:30 受

付）総会後予定①草野君報告 ②平川理事の講

演 ③新 HP 説明・デジタル支部報について

17：30 頃まで その後 懇親会（於：シルクロ

ード）

・葉書、グーグルホームにて案内中 必要定足

数 160 各委員会におかれましては出・欠（委

任状提出）の返送を必ず行っていただけますよ

う周知をお願いします。

・ゲートタワービル最上階献血ルームにて東

海支部コーナー設置、（5月 3日～5月 29 日）

・夏山フェス協力人員について十分な人数が

確保できた。協力に感謝します。

・デジタルメディア委員会作成の HP について

4/1 より新旧並行して公開中。

 山行システムについては移行対応中。5月総

会にて説明の後 6/1 より新 HP に 1 本化となる

予定。 

 新 HPα版の公開、新ドメインの購入済・各

委員会は本部 Google アカウント登録進める。 

・その他については資料通り

・次回常務委員会は 5月 28 日(水) 19 時

3.支部友委員会（金谷）

・天候に恵まれ山行計画は順調に実施されて

いる。

・山行キャンセル料について：山行要領見直し

に伴い支部友山行もこれに準ずる。

・夏山フェスタでの勧誘も支部友への定着数

が減っているのでオリエンテーションにも力

を入れ行って行く予定。

＊勧誘時、本人の希望に沿った案内の実施をお

願いしたい。

・その他資料通り

4.山行委員会（稲葉）

・3/24 リーダー会議を実施 13 名出席 積

極的な支部山行立案を依頼。

・支部山行リーダー参加費の見直しについて。 

山行リーダーの負担軽減のため、山行参加者へ

のヒアリングを実施し、夏山山行前頃をめどに

検討をしていく。（山行費用・車代等）

＊支部友は今のところ変更の予定はない。

5.ＡＭＳＣＡ（齋藤絵美子）

・次年度会員登録の件

支部から各委員会の委員長を登録していただ

いているが、変更があれば教えていただきたい。 

→ 現行を継続する。

6.猿投の森づくりの会（和田）

・5月 24 日(土)午後 総会開催 （山口公民館） 
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7.支部報 182 号案（星）

・7月１日発行予定 原稿締め切り 6月末を予

定している。

・若い方の活動 同好会の新しい動きなどに

ついて掲載していきたい。

・支部報のデジタル化について支部報編集委

員会と共に検討していく。

＊総会の議事以外として支部報の発送を紙媒

体か電子とするかについてアナウンスを行う。 

8.アルパインクラブ（高橋）

・ゴールデンウイーク中に集中山行予定。   

・5 月 11 日 総会当日の午前中に一般初心者

向けクライミング体験を実施予定。安全を確保

して行うので初心者の方にも是非クライミン

グの体験に参加して欲しい。

・5/24-25 東九州支部の御在所藤内壁遠征に

合わせて交流クライミング予定。藤内小屋 10

人予約しているので遊びに来ていただくのも

歓迎です。

9.東海学生山岳連盟（諸岡）

・新歓登山 5/25 御在所中道予定

・6/18 新歓総会 （学連定例会日）

10.登山学校運営委員会（服田）

・8期は後 6月を残すのみとなり、第 9期につ

いてはカリキュラムが承認されたので HP・メ

ルマガにて生徒を募集中。

11.ボランティア委員会（前田）

・4/19,4/20、小島山登山道白樫コース整備清

掃登山を実施。委員会より 13 名・関係者・小

島山に親しむ会・ボーイスカウト・新聞記者等

総勢 47 名参加。後日の委員会メンバーの感想

は概ね良好で今後も機会があれば参加可かと

思われる。

12.写真展実行委員会（岩月）

・今年度は写真展開催が無いため写真教室と

写真山行を積極的に行っていく予定。写真教室

について：3 回/年位 写真山行について：奇

数月に実施（基本公募とする）

・写真展の振り返り、反省点、次回への改善点、

支部広報活動への活用等。

応募方法について、応募しやすい方法を考えて

いく。HP への掲載も視野に入て今後の作品募

集、作品の活用方法を考える。

・繰越金については今年度の写真教室等の事

業費に当てていく。

13.確遭難対策委員会（高松）

・登山届は 68 件内チエックリスト付き 61 件

（G3 対象 5件審査時点で実施済）

・気象講座は「山のお天気講座」として 2025 年

3 月 1日に実施。次回は 7月 13 日を予定。  

・消防、警察、病院等にお世話になる事故の発

生報告を徹底し、また報告しやすい場を設けて

事故情報を有効に活用し事故防止につなげて

いきたい。

14.技術向上委員会（清水）

・イグルー講習会を 3 年越しでようやく実施

できた。（3/29‐3/30）雪崩の講習会に参加さ

れた方も今回参加されていて氷を切り出すさ

いに積雪層の違いを実感してもらえたのでは

ないかと思います。

・今後の活動として 1/17‐1/18「山の天気ラ

イブ授業」金華山・「登山計画の立て方読み方」

講習等、登山学校委員会と共同開催も含めて実

施していく。その他登山の様々楽しみ方を知っ

てもらうイベントの検討も行っていく。

15.会計（奥山）

・会計報告について

寄付などいただいた収支は

収入の部3,416,000円 支出の部2,679,000円

繰越金 737,000 円

事業積立金・遭難対策初動基金そのまま繰り越

し、チャレンジ基金 助成金として 2 件

200,000 円支出残金繰越。

出席：高橋 今津 前田 金谷 稲葉 鈴木

(慎) 服田 星 高松 諸岡 和田 岩月

清水 奥山

ル－ ム 日 誌
３月 

大会議室    /小会議 

1（土） 登山学校机上講習会 

2（日） トレッキングクラブ 

3（月） 支部友委員会 

4（火） AMSCA /TNCC 

5（水） アルパインクラブ(青年部） 

10(月) 登山学校運営委員会 

12(水) 山行委員会 

13(木) 自然保護委員会 

17(月) 図書委員会・読図会 

18(火) ボランティア委員会 

19(水) 東学連 /技術向上委員会 

20(木) 正副支部長会議/総務委員会 

21(金) 亀の会 

24(月) 山行委員会 /支部友読図会 

25(火) 遭難対策委員会 

26(水) 常務委員会 
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7.支部報 182 号案（星）

・7月１日発行予定 原稿締め切り 6月末を予

定している。

・若い方の活動 同好会の新しい動きなどに

ついて掲載していきたい。

・支部報のデジタル化について支部報編集委

員会と共に検討していく。

＊総会の議事以外として支部報の発送を紙媒

体か電子とするかについてアナウンスを行う。 

8.アルパインクラブ（高橋）

・ゴールデンウイーク中に集中山行予定。   

・5 月 11 日 総会当日の午前中に一般初心者

向けクライミング体験を実施予定。安全を確保

して行うので初心者の方にも是非クライミン

グの体験に参加して欲しい。

・5/24-25 東九州支部の御在所藤内壁遠征に

合わせて交流クライミング予定。藤内小屋 10

人予約しているので遊びに来ていただくのも

歓迎です。

9.東海学生山岳連盟（諸岡）

・新歓登山 5/25 御在所中道予定

・6/18 新歓総会 （学連定例会日）

10.登山学校運営委員会（服田）

・8期は後 6月を残すのみとなり、第 9期につ

いてはカリキュラムが承認されたので HP・メ

ルマガにて生徒を募集中。

11.ボランティア委員会（前田）

・4/19,4/20、小島山登山道白樫コース整備清

掃登山を実施。委員会より 13 名・関係者・小

島山に親しむ会・ボーイスカウト・新聞記者等

総勢 47 名参加。後日の委員会メンバーの感想

は概ね良好で今後も機会があれば参加可かと

思われる。

12.写真展実行委員会（岩月）

・今年度は写真展開催が無いため写真教室と

写真山行を積極的に行っていく予定。写真教室

について：3 回/年位 写真山行について：奇

数月に実施（基本公募とする）

・写真展の振り返り、反省点、次回への改善点、

支部広報活動への活用等。

応募方法について、応募しやすい方法を考えて

いく。HP への掲載も視野に入て今後の作品募

集、作品の活用方法を考える。

・繰越金については今年度の写真教室等の事

業費に当てていく。

13.確遭難対策委員会（高松）

・登山届は 68 件内チエックリスト付き 61 件

（G3 対象 5件審査時点で実施済）

・気象講座は「山のお天気講座」として 2025 年

3 月 1日に実施。次回は 7月 13 日を予定。  

・消防、警察、病院等にお世話になる事故の発

生報告を徹底し、また報告しやすい場を設けて

事故情報を有効に活用し事故防止につなげて

いきたい。

14.技術向上委員会（清水）

・イグルー講習会を 3 年越しでようやく実施

できた。（3/29‐3/30）雪崩の講習会に参加さ

れた方も今回参加されていて氷を切り出すさ

いに積雪層の違いを実感してもらえたのでは

ないかと思います。

・今後の活動として 1/17‐1/18「山の天気ラ

イブ授業」金華山・「登山計画の立て方読み方」

講習等、登山学校委員会と共同開催も含めて実

施していく。その他登山の様々楽しみ方を知っ

てもらうイベントの検討も行っていく。

15.会計（奥山）

・会計報告について

寄付などいただいた収支は

収入の部3,416,000円 支出の部2,679,000円

繰越金 737,000 円

事業積立金・遭難対策初動基金そのまま繰り越

し、チャレンジ基金 助成金として 2 件

200,000 円支出残金繰越。

出席：高橋 今津 前田 金谷 稲葉 鈴木

(慎) 服田 星 高松 諸岡 和田 岩月

清水 奥山

ル－ ム 日 誌
３月 

大会議室    /小会議 

1（土） 登山学校机上講習会 

2（日） トレッキングクラブ 

3（月） 支部友委員会 

4（火） AMSCA /TNCC 

5（水） アルパインクラブ(青年部） 

10(月) 登山学校運営委員会 

12(水) 山行委員会 

13(木) 自然保護委員会 

17(月) 図書委員会・読図会 

18(火) ボランティア委員会 

19(水) 東学連 /技術向上委員会 

20(木) 正副支部長会議/総務委員会 

21(金) 亀の会 

24(月) 山行委員会 /支部友読図会 

25(火) 遭難対策委員会 

26(水) 常務委員会 

４月 

1（火）  AMSCA /TNCC 

2（水） アルパインクラブ(青年部） 

3（木） 写真展実行委員会  

7（月） 支部友委員会 

8（火） 支部友ミーティング 

9（水） 山行委員会 

10(木) 自然保護委員会 

14(月) 登山学校運営委員会 

/図書委員会・読図会 

15(火) ボランティア委員会 

16(水) 東学連 /技術向上委員会 

17(木) 正副支部長会議/総務委員会 

20(日) 登山学校机上講習会 

21(月) 支部友読図会 

22(火) 遭難対策委員会 

23(水) 常務委員会 

24(木) 総務委員会（合同） 

５月

6（火）  AMSCA 

8（木） 自然保護委員会 

【写真展実行委員会からのお知らせ】 

１，写真山行を行います。 

・７月 21(日)～22(月) 上高地周辺（山研拍） 

公募中、希望者は岩月 090-5451-6855 

又は増田 090-8421-8077 まで 

＊9月、11 月にも公募山行を予定します。 

２，写真教室について 

第 1回写真教室 8 月 7日（木）18 時～ 支部

ルーム

講 師 山岳・風景写真家 大島隆義氏

題 名 スマートフォンでの撮影技術を学ぶ

（仮称）

・参加希望者は岩月まで連絡下さい。

・写真展実行委員会は、毎月第 1木曜日に開催

します。

令和 7年度は、奇数月は昼食会を兼ねて支部

ルーム外で開催、偶数月は支部ルームで写真山

行報告会や写真教室を開催しますので、皆様の

参加及び委員会への入会をお待ちしています。 

写真展実行委員会 委員長 岩月邦文 

【ボランティア委員会からのお知らせ】 

今秋「全国ボランティア支援登山集会」を開

催します。 

11(日) 東海支部総会 

12(月) 登山学校運営委員会 

13(火) 支部友委員会 

14(水) 山行委員会 

16(金) 亀の会 

17(土) 猿投の森づくり自然観察会 

20(火) ボランティア委員会 

21(水) 東学連 /技術向上委員会 

22(木) 正副支部長会議/総務委員会 

23(金) 亀の会 

26(月) /支部友読図会 

27(火) 遭難対策委員会 

28(水) 常務委員会 

会員異動
入会：河合泰代(17488) 島田誠子(17480) 

古野敏彦(17484) 

退会：中野八千代(13769) 木村孝保(7347) 

鈴木茂生(12940)  国枝宗央(15863) 

杉崎正美(15516)

◯日 時：令和7年 11月15日（土）・16日（日）

◯場 所：東海支部ルーム（予定）及び名古屋

近郊の山（未定）

◯内 容：11月15日（土）

13：30 受付、14：00から開始

・各支部報告（東海支部と参加各支部）

・講演（予定）とディスカッション

・終了後、希望者で懇親交流会

11月16日（日）

・名古屋近郊の山で、ブラインド登山（視覚

障がい者との登山）を実施（希望者が参加）

◯対 象 ボランティア支援登山を現在実施、

もしくは計画されている各支部の皆様と、東

海支部の皆様

詳細は本稿のP13を参照ください。 

ボランティア委員会 委員長 前田隆久 

編集後記 

 無事総会を終えた。新たな委員会の名があ

るように、組織は常に変化して形を変えて行

く。この力を絶やさない岳人の組織づくりを

今年も願いたい。        星 一男 

ＩＩＮＮＦＦＯＯＲＲＭＭＡＡＴＴＩＩＯＯＮＮ 
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